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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　高効率ビデオコード化（ＨＥＶＣ）規格及び／又は前記規格の拡張に従ってビデオデー
タを復号する方法であって、前記方法は、
　ビットストリームのビデオパラメータセット（ＶＰＳ）から、前記ビットストリームに
含まれる時間サブレイヤの最大数を示す第１のシンタックス要素のための値を復号するこ
とと、
　仮想参照デコーダ（ＨＲＤ）パラメータがコード化されるビットストリームの時間サブ
レイヤの数を示す第２のシンタックス要素のための値を復号することと、ここにおいて、
前記第２のシンタックス要素によって示される前記ＨＲＤパラメータがコード化される時
間サブレイヤの前記数は、前記第１のシンタックス要素によって示される時間サブレイヤ
の前記最大数よりも小さく、
　前記第２のシンタックス要素によって示される時間サブレイヤの前記数の各時間サブレ
イヤのためにＨＲＤパラメータを復号することと、
　　前記ビットストリームの符号化ピクチャを復号することと、
　　復号ピクチャバッファ（ＤＰＢ）に復号ピクチャを記憶することと、
　　前記ＨＲＤパラメータに従って前記ＤＰＢから前記復号ピクチャを削除することと、
　によって、前記ＨＲＤパラメータを使用して前記ビットストリームを処理することと
　を備える方法。
【請求項２】
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　高効率ビデオコード化（ＨＥＶＣ）規格及び／又は前記規格の拡張に従ってビデオデー
タを符号化する方法であって、前記方法は、
　ビットストリームのビデオパラメータセット（ＶＰＳ）において、前記ビットストリー
ムに含まれる時間サブレイヤの最大数を示す第１のシンタックス要素のための値を符号化
することと、
　仮想参照デコーダ（ＨＲＤ）パラメータがコード化されるビットストリームの時間サブ
レイヤの数を示す第２のシンタックス要素のための値を符号化することと、ここにおいて
、前記第２のシンタックス要素によって示される前記ＨＲＤパラメータがコード化される
時間サブレイヤの前記数は、前記第１のシンタックス要素によって示される時間サブレイ
ヤの前記最大数よりも小さく、
　前記第２のシンタックス要素によって示される時間サブレイヤの前記数の各時間サブレ
イヤのためにＨＲＤパラメータを符号化することと、
　　前記ビットストリームの符号化ピクチャを形成するためにピクチャを符号化すること
と、
　　前記ビットストリームの前記符号化ピクチャを復号することと、
　　復号ピクチャバッファ（ＤＰＢ）に復号ピクチャを記憶することと、
　　前記ＨＲＤパラメータに従って前記ＤＰＢから前記復号ピクチャを削除することと、
　によって、前記ＨＲＤパラメータを使用して前記ビットストリームを処理することと
　を備える方法。
【請求項３】
　前記ＨＲＤパラメータは、ＨＲＤ＿ｐａｒａｍｅｔｅｒｓ（）シンタックス構造中で信
号伝達され、そして、ｎｕｍ＿ｓｕｂ＿ｌａｙｅｒ＿ｈｒｄ＿ｍｉｎｕｓ１［ｉ］は、Ｈ
ＲＤパラメータがそれのためにコード化されるビットストリームのサブレイヤの数を示す
シンタックス要素を表す、
　前記ビットストリームが、複数のＨＲＤ＿ｐａｒａｍｅｔｅｒｓ（）シンタックス構造
を備え、前記第２のシンタックス要素のための前記値を復号することが、前記複数のＨＲ
Ｄ＿ｐａｒａｍｅｔｅｒｓ（）シンタックス構造のｉ番目のＨＲＤ＿ｐａｒａｍｅｔｅｒ
ｓ（）シンタックス構造のためのｎｕｍ＿ｓｕｂ＿ｌａｙｅｒ＿ｈｒｄ＿ｍｉｎｕｓ１［
ｉ］シンタックス要素のための値を復号することを備え、ここにおいて、ｉが整数値であ
り順番を示す、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記ＨＲＤパラメータは、ＨＲＤ＿ｐａｒａｍｅｔｅｒｓ（）シンタックス構造中で信
号伝達され、そして、ｎｕｍ＿ｓｕｂ＿ｌａｙｅｒ＿ｈｒｄ＿ｍｉｎｕｓ１［ｉ］は、Ｈ
ＲＤパラメータがそれのためにコード化されるビットストリームのサブレイヤの数を示す
シンタックス要素を表す、
　前記ビットストリームが、複数のＨＲＤ＿ｐａｒａｍｅｔｅｒｓ（）シンタックス構造
を備え、前記第２のシンタックス要素のための前記値を符号化することが、前記複数のＨ
ＲＤ＿ｐａｒａｍｅｔｅｒｓ（）シンタックス構造のｉ番目のＨＲＤ＿ｐａｒａｍｅｔｅ
ｒｓ（）シンタックス構造のためのｎｕｍ＿ｓｕｂ＿ｌａｙｅｒ＿ｈｒｄ＿ｍｉｎｕｓ１
［ｉ］シンタックス要素のための値を符号化することを備え、ここにおいて、ｉが整数値
であり順番を示す、請求項２に記載の方法。
【請求項５】
　前記ＨＲＤパラメータを復号することは、前記ＨＲＤパラメータがコード化される時間
サブレイヤの前記数に等しい数の、少なくとも前記ビットストリームの時間サブレイヤの
ための出力順序における連続するピクチャのＨＲＤ出力時間間の時間距離が制約されるか
どうかを示す、シンタックス要素を復号することを備える、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記ＨＲＤパラメータを符号化することは、前記ＨＲＤパラメータがコード化される時
間サブレイヤの前記数に等しい数の、少なくとも前記ビットストリームの時間サブレイヤ
のための出力順序における連続するピクチャのＨＲＤ出力時間間の時間距離が制約される
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かどうかを示す、シンタックス要素を符号化することを備える、請求項２に記載の方法。
【請求項７】
　少なくとも、出力順序における連続するピクチャのＨＲＤ出力時間間の前記時間距離が
制約されるかどうかを示す前記シンタックス要素が、ｆｉｘｅｄ＿ｐｉｃ＿ｒａｔｅ＿ｇ
ｅｎｅｒａｌ＿ｆｌａｇ［］シンタックス要素又はｆｉｘｅｄ＿ｐｉｃ＿ｒａｔｅ＿ｗｉ
ｔｈｉｎ＿ＣＶＳ＿ｆｌａｇ［］シンタックス要素のうちの少なくとも１つを備える、請
求項５に記載の方法。
【請求項８】
　前記ＨＲＤパラメータを復号することが、前記時間サブレイヤのうちの対応する１つの
ための連続するピクチャのＨＲＤ出力時間を指定する要素ユニット間のクロックティック
における時間距離又は前記時間サブレイヤのうちの前記対応する１つのＨＲＤ動作モード
のうちの１つ以上を示す１つ以上のシンタックス要素を復号することを備える、請求項１
に記載の方法。
【請求項９】
　前記ＨＲＤパラメータを符号化することが、前記時間サブレイヤのうちの対応する１つ
のための連続するピクチャのＨＲＤ出力時間を指定する要素ユニット間のクロックティッ
クにおける時間距離又は前記時間サブレイヤのうちの前記対応する１つのＨＲＤ動作モー
ドのうちの１つ以上を示す１つ以上のシンタックス要素を符号化することを備える、請求
項２に記載の方法。
【請求項１０】
　連続するピクチャのＨＲＤ出力時間を指定する要素ユニット間のクロックティックにお
ける時間距離を示す前記シンタックス要素が、ｅｌｅｍｅｎｔａｌ＿ｄｕｒａｔｉｏｎ＿
ｉｎ＿ｔｃ＿ｍｉｎｕｓ１［］シンタックス要素を備え、ＨＲＤ動作モードを示す前記シ
ンタックス要素が、ｌｏｗ＿ｄｅｌａｙ＿ｈｒｄ＿ｆｌａｇ［］シンタックス要素を備え
る、請求項８に記載の方法。
【請求項１１】
　ビデオコード化レイヤ（ＶＣＬ）ＨＲＤパラメータのうちの少なくとも１つが前記ビッ
トストリーム中でコード化されるとき又はＶＣＬ　ＨＲＤ動作のためのバッファリング期
間情報が前記ビットストリーム中で必要とされると決定されたときのみ、ビットストリー
ムパーティション初期到着時間補足強化情報（ＳＥＩ）メッセージの初期到着遅延シンタ
ックス要素を復号することを更に備え、
　ここにおいて、前記ビットストリームのレイヤは、区分方式に従って２つ以上のビット
ストリームパーティションに、各ビットストリームパーティションが１つ以上のレイヤを
含むように、分割される、請求項１に記載の方法。
【請求項１２】
　ビデオコード化レイヤ（ＶＣＬ）ＨＲＤパラメータのうちの少なくとも１つが前記ビッ
トストリーム中でコード化されるとき又はＶＣＬ　ＨＲＤ動作のためのバッファリング期
間情報が前記ビットストリーム中で必要とされると決定されたときのみ、ビットストリー
ムパーティション初期到着時間補足強化情報（ＳＥＩ）メッセージの初期到着遅延シンタ
ックス要素を符号化することを更に備え、
　ここにおいて、前記ビットストリームのレイヤは、区分方式に従って２つ以上のビット
ストリームパーティションに、各ビットストリームパーティションが１つ以上のレイヤを
含むように、分割される、請求項２に記載の方法。
【請求項１３】
　前記ビットストリームのためのＶｃｌＨｒｄＢｐＰｒｅｓｅｎｔＦｌａｇが真の値を有
すると決定したことのみに応答して、ビットストリームパーティション初期到着時間補足
強化情報（ＳＥＩ）メッセージの初期到着遅延シンタックス要素を復号することを更に備
え、
　ここにおいて、前記ビットストリームのレイヤは、区分方式に従って２つ以上のビット
ストリームパーティションに、各ビットストリームパーティションが１つ以上のレイヤを
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含むように、分割される、請求項１に記載の方法。
【請求項１４】
　前記ビットストリームのためのＶｃｌＨｒｄＢｐＰｒｅｓｅｎｔＦｌａｇが真の値を有
すると決定したことのみに応答して、ビットストリームパーティション初期到着時間補足
強化情報（ＳＥＩ）メッセージの初期到着遅延シンタックス要素を符号化することを更に
備え、
　ここにおいて、前記ビットストリームのレイヤは、区分方式に従って２つ以上のビット
ストリームパーティションに、各ビットストリームパーティションが１つ以上のレイヤを
含むように、分割される、請求項２に記載の方法。
【請求項１５】
　前記方法が、ワイヤレス通信機器上で実行可能であり、ここにおいて、前記ワイヤレス
通信機器が、
　前記第１および第２のシンタックス要素と前記ＨＲＤパラメータとを記憶するように構
成されたメモリと、
　前記メモリに記憶された前記第１および第２のシンタックス要素と前記ＨＲＤパラメー
タとを処理するための命令を実行するように構成されたプロセッサと、
　前記第１および第２のシンタックス要素と前記ＨＲＤパラメータとを含む信号を受信す
るための及び前記メモリに前記第１および第２のシンタックス要素と前記ＨＲＤパラメー
タとを記憶するための受信機とを備える、請求項１に記載の方法。
【請求項１６】
　高効率ビデオコード化（ＨＥＶＣ）規格及び／又は前記規格の拡張に従ってビデオデー
タを復号するための機器であって、前記機器が、
　ビデオデータを記憶するように構成されたメモリと、
　ビデオデコーダとを備え、前記ビデオデコーダは、
　　ビットストリームのビデオパラメータセット（ＶＰＳ）から、前記ビットストリーム
に含まれる時間サブレイヤの最大数を示す第１のシンタックス要素のための値を復号する
ことと、
　　仮想参照デコーダ（ＨＲＤ）パラメータがコード化されるビットストリームの時間サ
ブレイヤの数を示す、前記ビデオデータの第２のシンタックス要素のための値を復号する
ことと、ここにおいて、前記第２のシンタックス要素によって示される前記ＨＲＤパラメ
ータがコード化される時間サブレイヤの前記数は、前記第１のシンタックス要素によって
示される時間サブレイヤの前記最大数よりも小さく、
　　前記第２のシンタックス要素によって示される時間サブレイヤの前記数の各時間サブ
レイヤのためにＨＲＤパラメータを復号することと、
　　　前記ビットストリームの符号化ピクチャを復号することと、
　　　復号ピクチャバッファ（ＤＰＢ）に復号ピクチャを記憶することと、
　　　前記ＨＲＤパラメータに従って前記ＤＰＢから前記復号ピクチャを削除することと
、
　　によって、前記ＨＲＤパラメータを使用して前記ビットストリームを処理することと
　を行うように構成された、機器。
【請求項１７】
　高効率ビデオコード化（ＨＥＶＣ）規格及び／又は前記規格の拡張に従ってビデオデー
タを符号化するための機器であって、前記機器は、
　ビデオデータを記憶するように構成されたメモリと、
　ビデオエンコーダとを備え、前記ビデオエンコーダは、
　　ビットストリームのビデオパラメータセット（ＶＰＳ）から、前記ビットストリーム
に含まれる時間サブレイヤの最大数を示す第１のシンタックス要素のための値を符号化す
ることと、
　　仮想参照デコーダ（ＨＲＤ）パラメータがコード化されるビットストリームの時間サ
ブレイヤの数を示す、前記ビデオデータの第２のシンタックス要素のための値を符号化す
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ることと、ここにおいて、前記第２のシンタックス要素によって示される前記ＨＲＤパラ
メータがコード化される時間サブレイヤの前記数は、前記第１のシンタックス要素によっ
て示される時間サブレイヤの前記最大数よりも小さく、
　　前記第２のシンタックス要素によって示される時間サブレイヤの前記数の各時間サン
レイヤのためにＨＲＤパラメータを符号化することと、
　　　前記ビットストリームの符号化ピクチャを形成するためにピクチャを符号化するこ
とと、
　　　前記ビットストリームの前記符号化ピクチャを復号することと、
　　　復号ピクチャバッファ（ＤＰＢ）に復号ピクチャを記憶することと、
　　　前記ＨＲＤパラメータに従って前記ＤＰＢから前記復号ピクチャを削除することと
、
　　によって、前記ＨＲＤパラメータを使用して前記ビットストリームを処理することと
　を行うように構成される、機器。
【請求項１８】
　前記サブレイヤのピクチャを撮るためのカメラ又は前記ピクチャを表示するための表示
器のうちの少なくとも１つを更に備える、及び／又は、
　前記機器が、
　　集積回路、
　　マイクロプロセッサ又は
　　ワイヤレス通信機器
　のうちの少なくとも１つを備える、請求項１６に記載の機器。
【請求項１９】
　前記サブレイヤのピクチャを撮るためのカメラ又は前記ピクチャを表示するための表示
器のうちの少なくとも１つを更に備える、及び／又は、
　前記機器が、
　　集積回路、
　　マイクロプロセッサ又は
　　ワイヤレス通信機器
　のうちの少なくとも１つを備える、請求項１７に記載の機器。
【請求項２０】
　前記機器がワイヤレス通信機器であり、前記機器が、前記第１および第２のシンタック
ス要素と前記ＨＲＤパラメータとを含む信号を受信することと、前記メモリに前記第１お
よび第２のシンタックス要素と前記ＨＲＤパラメータとを記憶することとを行うように構
成された受信機を更に備え、
　前記ワイヤレス通信機器がセルラー電話であり、前記信号が、トランシーバによって受
信され、セルラー通信規格に従って変調される、請求項１６に記載の機器。
【請求項２１】
　実行されたとき、ビデオデータをコード化するための機器のプロセッサに、請求項１乃
至１５のいずれかの方法を実行させる命令を記憶したコンピュータ可読記憶媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　[0001]本出願は、その全体が参照により本明細書に組み込まれる、２０１４年６月１８
日に出願された米国仮出願第６２／０１３，９６５号の利益を主張する。
【０００２】
　[0002]本開示はビデオコード化に関する。
【背景技術】
【０００３】
　[0003]デジタルビデオ機能は、デジタルテレビジョン、デジタルダイレクトブロードキ
ャストシステム、ワイヤレスブロードキャストシステム、携帯情報端末（ＰＤＡ）、ラッ



(6) JP 6720089 B2 2020.7.8

10

20

30

40

50

プトップ又はデスクトップコンピュータ、タブレットコンピュータ、電子ブックリーダー
、デジタルカメラ、デジタル記録機器、デジタルメディアプレーヤ、ビデオゲーム機器、
ビデオゲームコンソール、セルラー又は衛星無線電話、所謂「スマートフォン」、ビデオ
遠隔会議機器、ビデオストリーミング機器などを含む、広範囲にわたる機器に組み込まれ
得る。デジタルビデオ機器は、ＭＰＥＧ－２、ＭＰＥＧ－４、ＩＴＵ－Ｔ　Ｈ．２６３、
ＩＴＵ－Ｔ　Ｈ．２６４／ＭＰＥＧ－４，Ｐａｒｔ１０，高度ビデオコード化（ＡＶＣ：
Advanced Video Coding）、現在開発中の高効率ビデオコード化（ＨＥＶＣ：High Effici
ency Video Coding）規格によって定義された規格及びそのような規格の拡張に記載され
ているビデオコード化技法など、ビデオコード化技法を実装する。ビデオ機器は、そのよ
うなビデオコード化技法を実装することによって、デジタルビデオ情報をより効率的に送
信、受信、符号化、復号及び／又は記憶し得る。
【０００４】
　[0004]ビデオコード化技法は、ビデオシーケンスに固有の冗長性を低減又は除去するた
めの空間（ピクチャ内）予測及び／又は時間（ピクチャ間）予測を含む。ブロックベース
のビデオコード化の場合、ビデオスライス（例えば、ビデオフレーム又はビデオフレーム
の一部分）が、ツリーブロック、コード単位（ＣＵ：coding unit）及び／又はコード化
ノードと呼ばれることもあるビデオブロックに区分され得る。ピクチャのイントラコード
化（Ｉ）スライス中のビデオブロックは、同じピクチャ中の隣接ブロック中の参照サンプ
ルに対する空間的予測を使用して符号化される。ピクチャのインターコード化（Ｐ又はＢ
）スライス中のビデオブロックは、同じピクチャ中の隣接ブロック中の参照サンプルに対
する空間的予測又は他の参照ピクチャ中の参照サンプルに対する時間的予測を使用し得る
。ピクチャはフレームと呼ばれることがあり、参照ピクチャは参照フレームと呼ばれるこ
とがある。
【０００５】
　[0005]空間的予測又は時間的予測は、コード化されるべきブロックの予測ブロックを生
じる。残差データは、コード化されるべき元のブロックと予測ブロックとの間の画素差分
を表す。インターコード化ブロックは、予測ブロックを形成する参照サンプルのブロック
を指す動きベクトル及びコード化ブロックと予測ブロックとの間の差分を示す残差データ
に従って符号化される。イントラコード化ブロックは、イントラコード化モードと残差デ
ータとに従って符号化される。更なる圧縮のために、残差データは、画素領域から変換領
域に変換されて、残差変換係数が得られ得、その残差変換係数は、次いで量子化され得る
。量子化変換係数は、最初は２次元アレイで構成され、変換係数の１次元ベクトルを生成
するために走査され得、なお一層の圧縮を達成するために、エントロピーコード化が適用
され得る。
【発明の概要】
【０００６】
　[0006]概して、本開示は、ビットストリームパーティションのための仮想参照デコーダ
（ＨＲＤ：hypothetical reference decoder）パラメータを信号伝達するための技法につ
いて説明する。即ち、本開示の技法は、例えば、マルチレイヤビデオコード化における、
ビットストリームパーティションのためのＨＲＤパラメータの信号伝達を改善し得る。ビ
デオビットストリームは、時間次元、（例えば、マルチビュービデオデータのための）ビ
ュー次元、（例えば、スケーラブルビデオコード化のための）スケーラビリティ次元など
、様々な次元における様々なレイヤを含み得る。ビデオデコーダによる後続の復号のため
にそれのいずれか又は全てが個々に抽出され得るビットストリームパーティションのため
のＨＲＤパラメータ信号伝達を改善し得る、単独で又は任意の組合せで使用され得る様々
な技法について説明する。
【０００７】
　[0007]一例では、ビデオデータをコード化（例えば、符号化又は復号）する方法は、仮
想参照デコーダ（ＨＲＤ）パラメータがそれのためにコード化されるビットストリームの
サブレイヤの数を示すシンタックス要素のための値をコード化することと、ここにおいて
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、値は、ＨＲＤパラメータがそれのためにコード化されるサブレイヤの数が、ビットスト
リームのビデオパラメータセット（ＶＰＳ）によって示されるサブレイヤの最大数よりも
小さいことを示す、シンタックス要素のための値によって示されるサブレイヤの数のため
にＨＲＤパラメータをコード化することと、ＨＲＤパラメータを使用してビットストリー
ムを処理することとを含む。
【０００８】
　[0008]別の例では、ビデオデータをコード化（例えば、符号化又は復号）するための機
器は、ビデオデータを記憶するように構成されたメモリと、ビデオコーダとを含み、ビデ
オコーダは、仮想参照デコーダ（ＨＲＤ）パラメータがそれのためにコード化されるビッ
トストリームのサブレイヤの数を示すシンタックス要素のための値をコード化することと
、ここにおいて、値は、ＨＲＤパラメータがそれのためにコード化されるサブレイヤの数
が、ビットストリームのビデオパラメータセット（ＶＰＳ）によって示されるサブレイヤ
の最大数よりも小さいことを示す、シンタックス要素のための値によって示されるサブレ
イヤの数のためにＨＲＤパラメータをコード化することと、ＨＲＤパラメータを使用して
ビットストリームを処理することとを行うように構成される。
【０００９】
　[0009]別の例では、ビデオデータをコード化（例えば、符号化又は復号）するための機
器は、仮想参照デコーダ（ＨＲＤ）パラメータがそれのためにコード化されるビットスト
リームのサブレイヤの数を示すシンタックス要素のための値をコード化するための手段と
、ここにおいて、値は、ＨＲＤパラメータがそれのためにコード化されるサブレイヤの数
が、ビットストリームのビデオパラメータセット（ＶＰＳ）によって示されるサブレイヤ
の最大数よりも小さいことを示す、シンタックス要素のための値によって示されるサブレ
イヤの数のためにＨＲＤパラメータをコード化するための手段と、ＨＲＤパラメータを使
用してビットストリームを処理するための手段とを含む。
【００１０】
　[0010]別の例では、コンピュータ可読記憶媒体は、実行されたとき、仮想参照デコーダ
（ＨＲＤ）パラメータがそれのためにコード化されるビットストリームのサブレイヤの数
を示すシンタックス要素のための値をコード化することと、ここにおいて、値は、ＨＲＤ
パラメータがそれのためにコード化されるサブレイヤの数が、ビットストリームのビデオ
パラメータセット（ＶＰＳ）によって示されるサブレイヤの最大数よりも小さいことを示
す、シンタックス要素のための値によって示されるサブレイヤの数のためにＨＲＤパラメ
ータをコード化することと、ＨＲＤパラメータを使用してビットストリームを処理するこ
ととを１つ又は複数のプロセッサに行わせる命令で符号化される。
【００１１】
　[0011]１つ又は複数の例の詳細を添付の図面及び以下の説明に記載する。他の特徴、目
的及び利点は、その説明及び図面、並びに特許請求の範囲から明らかになろう。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】[0012]仮想参照デコーダ（ＨＲＤ）パラメータ信号伝達を改善するための技法を
利用し得る例示的なビデオ符号化及び復号システムを示すブロック図。
【図２】[0013]仮想参照デコーダ（ＨＲＤ）パラメータ信号伝達を改善するための技法を
実装し得るビデオエンコーダの一例を示すブロック図。
【図３】[0014]仮想参照デコーダ（ＨＲＤ）パラメータ信号伝達を改善するための技法を
実装し得るビデオデコーダの一例を示すブロック図。
【図４】[0015]本開示の技法に従ってビデオデータを符号化するための例示的な方法を示
すフローチャート。
【図５】[0016]本開示の技法に従ってビデオデータを復号するための例示的な方法を示す
フローチャート。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
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　[0017]概して、本開示は、仮想参照デコーダ（ＨＲＤ）パラメータをコード化（例えば
、符号化又は復号）することに関する技法について説明する。概して、タイムラインを管
理するために、及びビデオコード化プロセスのためのコード化ピクチャのサイズを制御す
るために、ＨＲＤパラメータが使用される。例えば、ビデオコーダは、ピクチャを復号す
る目的でコード化ピクチャバッファ（ＣＰＢ）から符号化ピクチャをいつ抽出すべきかを
決定するために、及び／又は復号ピクチャバッファ（ＤＰＢ）から復号ピクチャをいつ抽
出、出力及び／又は削除すべきかを決定するために、ＨＲＤパラメータを使用し得る。
【００１４】
　[0018]ビデオビットストリームは、様々な異なる復号及びレンダリング機器によって使
用され得るコード化ビデオデータを含み得る。例えば、ビデオデコーダは、様々な復号ツ
ールを実装し得る、様々なビデオコード化規格プロファイル及びレベルをサポートし得る
。同様に、ビデオレンダリング機器（例えば、表示器）は、様々なレンダリング能力（例
えば、リフレッシュレート／フレームレート、同時に再生され得るビューの数、インター
レース又はプログレッシブ走査再生など）をサポートし得る。このようにして、単一のビ
デオビットストリームが、複数の異なるビデオデコーダ及びレンダリング機器によって使
用可能であり得る。
【００１５】
　[0019]一例として、ビデオビットストリームは、様々なフレームレートがビデオビット
ストリームからレンダリングされ得るとき、時間スケーラビリティをサポートすると言わ
れることがある。例えば、毎秒１５フレーム（ＦＰＳ）、３０ＦＰＳ、６０ＦＰＳ、１２
０ＦＰＳ及び２４０ＦＰＳのフレームレートを有するビデオをレンダリングするために、
同じビデオビットストリームが使用され得る。概して、これらの様々な再生フレームレー
トの各々は、ビットストリームの１つ又は複数の「サブレイヤ」のセットに対応する。各
漸進的により高いレイヤは、そのサブレイヤにある、及びそのサブレイヤの下の全てのフ
レームを含む。従って、１５ＦＰＳ再生のためのピクチャは、サブレイヤ０ピクチャを含
み得、３０ＦＰＳ再生のためのピクチャは、サブレイヤ０ピクチャとサブレイヤ１ピクチ
ャとを含み得、６０ＦＰＳ再生のためのピクチャは、サブレイヤ０、１及び２のピクチャ
を含み得、以下同様である。
【００１６】
　[0020]このようにして、機器が、ビデオビットストリームによってサポートされる最大
フレームレートよりも低いフレームレートにおいて再生を実行するように構成されたとき
、機器は、再生のために必要とされるピクチャのみを抽出及び復号するために、ビットス
トリームからのサブビットストリーム抽出を実行し得る。上記の例を続けると、機器が、
６０ＦＰＳ再生を実行すると決定すべきである場合、機器は、サブレイヤ０、１及び２の
ピクチャを抽出し、これらのピクチャのみを復号し得る（即ち、サブレイヤ３及び４のピ
クチャを復号しない）。
【００１７】
　[0021]ビデオパラメータセット（ＶＰＳ）シンタックス構造は、ビットストリーム中に
含まれ得るサブレイヤの最大数を示すデータを含み得る。従って、ＨＲＤパラメータは、
最大数のサブレイヤの各々のために信号伝達され得る。しかしながら、（例えば、時間ス
ケーラビリティの目的の）サブビットストリーム抽出は、最大数よりも少ない数のサブレ
イヤを有する抽出されたサブビットストリームを生じ得る。最大数のサブレイヤの各々の
ために情報を信号伝達するのではなく、本開示は、（ＶＰＳによって示されるサブレイヤ
の最大数よりも小さいか又はそれに等しいことがある）ビットストリーム中に実際に含ま
れる数のサブレイヤのみのためにＨＲＤパラメータを信号伝達するための技法について説
明する。このようにして、これらの技法は、ＨＲＤパラメータが最大数のサブレイヤの各
々のために信号伝達される技法に関してビット節約を達成し得る。
【００１８】
　[0022]同様に、本開示は、ビットストリームの各パーティションの各サブレイヤのため
にＨＲＤパラメータを信号伝達するための技法について説明する。例えば、ＶＰＳは、幾
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つかの可能な出力レイヤセットの各々上で反復するパラメータのループを含み得、各可能
な出力レイヤセットのために、対応する出力レイヤセット中に含まれるサブレイヤのため
にＨＲＤパラメータを信号伝達する。
【００１９】
　[0023]更に、本開示は、ビットストリームパーティション初期到着時間補足強化情報（
ＳＥＩ：supplemental enhancement information）メッセージ中のビデオコード化レイヤ
（ＶＣＬ：video coding layer）ＨＲＤパラメータを条件付きで信号伝達するための技法
について説明する。これは、そのようなパラメータが幾つかの状態では不必要に信号伝達
され得る、既存の技法の幾つかの潜在的欠陥を克服し得る。
【００２０】
　[0024]本開示の技法について、概して、「SERIES H: AUDIOVISUAL AND MULTIMEDIA SYS
TEMS, Infrastructure of audiovisual services--Coding of moving video」、高効率ビ
デオコード化、ＩＴＵ－Ｔ　Ｈ．２６５、２０１３年４月に記載されている、高効率ビデ
オコード化（ＨＥＶＣ）とも呼ばれる、ＩＴＵ－Ｔ　Ｈ．２６５に関して説明する。しか
しながら、これらの技法は、他のビデオコード化規格にも適用され得る。ビデオコード化
規格は、ＩＴＵ－Ｔ　Ｈ．２６１、ＩＳＯ／ＩＥＣ　ＭＰＥＧ－１　Ｖｉｓｕａｌ、ＩＴ
Ｕ－Ｔ　Ｈ．２６２又はＩＳＯ／ＩＥＣ　ＭＰＥＧ－２　Ｖｉｓｕａｌ、ＩＴＵ－Ｔ　Ｈ
．２６３、ＩＳＯ／ＩＥＣ　ＭＰＥＧ－４　Ｖｉｓｕａｌ及びそれのスケーラブルビデオ
コード化（ＳＶＣ：Scalable Video Coding）拡張とマルチビュービデオコード化（ＭＶ
Ｃ：Multiview Video Coding）拡張とを含む、（ＩＳＯ／ＩＥＣ　ＭＰＥＧ－４　ＡＶＣ
としても知られる）ＩＴＵ－Ｔ　Ｈ．２６４を含む。
【００２１】
　[0025]Ｈ．２６５規格は、最近、ＩＴＵ－Ｔビデオコード化エキスパートグループ（Ｖ
ＣＥＧ：Video Coding Experts Group）とＩＳＯ／ＩＥＣモーションピクチャエキスパー
トグループ（ＭＰＥＧ：Motion Picture Experts Group）とのジョイントコラボレーショ
ンチームオンビデオコード化（ＪＣＴ－ＶＣ：Joint Collaboration Team on Video Codi
ng）によって確定された。以下でＨＥＶＣ　ＷＤと呼ばれる、最新のＨＥＶＣドラフト仕
様が、phenix.it-sudparis.eu/jct/doc_end_user/documents/17_Valencia/wg11/JCTVC-Q1
003-v1.zipから入手可能である。また、ＨＥＶＣのマルチビュー拡張、即ちＭＶ－ＨＥＶ
ＣがＪＣＴ－３Ｖによって開発されている。以下でＭＶ－ＨＥＶＣ　ＷＤ８と呼ばれる、
ＭＶ－ＨＥＶＣの最近のワーキングドラフト（ＷＤ）が、phenix.it-sudparis.eu/jct2/d
oc_end_user/documents/8_Valencia/wg11/JCT3V-H1002-v5.zipから入手可能である。ＳＨ
ＶＣと称するＨＥＶＣのスケーラブル拡張も、ＪＣＴ－ＶＣによって開発されている。以
下でＳＨＶＣ　ＷＤ６と呼ばれるＳＨＶＣの最近のワーキングドラフト（ＷＤ）が、phen
ix.it-sudparis.eu/jct/doc_end_user/documents/17_Valencia/wg11/JCTVC-Q1008-v2.zip
から入手可能である。
【００２２】
　[0026]ＭＶ－ＨＥＶＣ　ＷＤ８及びＳＨＶＣ　ＷＤ６は、ビットストリームパーティシ
ョン固有ＨＲＤ動作と呼ばれる、ビットストリームパーティションベースのＨＲＤ動作の
仕様を含み、ここにおいて、ビットストリームのレイヤは、２つ以上のビットストリーム
パーティションに分割され得、ＨＲＤは、ビットストリームパーティション固有ＨＲＤパ
ラメータに基づいて動作し得る。
【００２３】
　[0027]（phenix.int-evry.fr/jct/doc_end_user/documents/18_Sapporo/wg11/JCTVC-R0
043-v5.zipにおいて入手可能な）ＪＣＴＶＣ－Ｒ００４３ｖ５、並びにphenix.int-evry.
fr/jct/doc_end_user/documents/18_Sapporo/wg11/JCTVC-R0010-v2.zipにおいて入手可能
な、Ｓｕｌｌｉｖａｎ、「Ad hoc group report: Layered coding constraint specifica
tions and capability indications (AHG10)」、ＩＴＵ－Ｔ　ＳＧ１６　ＷＰ３及びＩＳ
Ｏ／ＩＥＣ　ＪＴＣ１／ＳＣ２９／ＷＧ１１のジョイントコラボレーティブチームオンビ
デオコード化（ＪＣＴ－ＶＣ：Joint Collaborative Team on Video Coding）、第１８回
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会議：札幌、日本、２０１４年６月３０日～７月９日、ＪＣＴＶＣ－Ｒ００１０ｖ２（以
下、「ＪＣＴＶＣ－Ｒ００１０ｖ２」）のアタッチメントにおけるＡＨＧ１０出力テキス
トが、プロファイル／ティア／レベルのビットストリームパーティションベースの信号伝
達及び準拠定義の仕様を含む。本手法は以下のように要約される。
【００２４】
　　・各出力レイヤセットのために、パーティションへのレイヤの１つ又は複数の区分方
式が信号伝達される。各ビットストリームパーティションは、１つ又は複数のレイヤを含
んでいることがある。
【００２５】
　　・プロファイル、ティア及びレベル（ＰＴＬ）のセットが、各ビットストリームパー
ティションのために信号伝達される。
【００２６】
　　・当然レイヤ固有、ピクチャ幅、ピクチャ高さ及びサブＤＰＢサイズに関する３つを
除いて、全てのレベル限界及び制限は、ビットストリームパーティション固有であること
が指定される。
【００２７】
　　・デコーダの復号能力は、ＰＴＬトリプレットのリストに準拠するものとして表され
、ここにおいて、リスト中のエントリの数は、マルチレイヤデコーダを構築するために使
用されるシングルレイヤデコーダの数を示し、各ＰＴＬトリプレットは、シングルレイヤ
デコーダのうちの１つのＰＴＬを示す。
【００２８】
　　・ＰＴＬトリプレットのリストに準拠するデコーダは、以下の条件、即ち、区分方式
の各ビットストリームパーティションのために、マルチレイヤデコーダのシングルレイヤ
デコーダのうちの１つが、ビットストリームパーティションを復号するために排他的に割
り当てられ得る、を満たす少なくとも１つの区分方式がそれのためにある出力レイヤセッ
トを復号することが可能であることが必要とされる。
【００２９】
　　・ＭＶ－ＨＥＶＣ　ＷＤ８及びＳＨＶＣ　ＷＤ６におけるビットストリームパーティ
ションベースのＨＲＤ動作は、複数の区分方式とともにより良く動作するための変更とと
もに使用される。
【００３０】
　[0028]ＭＶ－ＨＥＶＣ　ＷＤ８、ＳＨＶＣ　ＷＤ６及びＪＣＴＶＣ－Ｒ００１０ｖ２に
おけるビットストリームパーティションベースのＨＲＤ動作では、ＨＲＤパラメータは、
各ビットストリームパーティションのために信号伝達される。ビットストリームパーティ
ションのためのＨＲＤパラメータの信号伝達のための既存の方法は、以下の短所に遭遇し
得る。
【００３１】
　　１）各ｈｒｄ＿ｐａｒａｍｅｔｅｒｓ（）シンタックス構造は、ｖｐｓ＿ｍａｘ＿ｓ
ｕｂ＿ｌａｙｅｒ＿ｍｉｎｕｓ１＋１サブレイヤのための情報を含んでおり、更には、シ
ンタックス構造は、ビットストリームに適用され、ｖｐｓ＿ｍａｘ＿ｓｕｂ＿ｌａｙｅｒ
＿ｍｉｎｕｓ１＋１よりも小さい数のサブレイヤを有する。この場合、幾つかのビットが
単に浪費される。
【００３２】
　　２）各ビットストリームパーティションのために、最も高いサブレイヤのみのための
ＨＲＤパラメータが信号伝達され、従って、ビットストリームパーティションの時間サブ
セットの準拠が定義されないことがあり、相互運用可能な様式で出力レイヤセットの時間
サブセットのみを消費する方法がない。
【００３３】
　　３）ビットストリームパーティション初期到着時間ＳＥＩメッセージでは、決して起
こるべきでない以下の２つの場合の両方が起こることがある。
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【００３４】
　　　ａ．ＮａｌＨｒｄＢｐＰｒｅｓｅｎｔＦｌａｇが１であるとき、ｖｃｌ＿ｉｎｉｔ
ｉａｌ＿ａｒｒｉｖａｌ＿ｄｅｌａｙ［ｉ］シンタックス要素を介したＶＣＬ　ＨＲＤパ
ラメータのための初期到着遅延は、ＶｃｌＨｒｄＢｐＰｒｅｓｅｎｔＦｌａｇが１に等し
い場合でも信号伝達されない。この場合、ＶＣＬ　ＨＲＤ準拠は定義されないことがある
。
【００３５】
　　　ｂ．ＮａｌＨｒｄＢｐＰｒｅｓｅｎｔＦｌａｇが０であるとき、ｖｃｌ＿ｉｎｉｔ
ｉａｌ＿ａｒｒｉｖａｌ＿ｄｅｌａｙ［ｉ］シンタックス要素を介したＶＣＬ　ＨＲＤパ
ラメータのための初期到着遅延は、ＶｃｌＨｒｄＢｐＰｒｅｓｅｎｔＦｌａｇが０に等し
い場合でも信号伝達される。この場合、それらの信号伝達は単にビットを浪費している。
【００３６】
　[0029]従って、上述のように、本開示は、単独で又は任意の組合せで使用され得、上記
で説明した短所のいずれか又は全てを克服し得る、様々な技法について説明する。本開示
の技法の概要が、後のセクションにおいて与えられる幾つかの方法の詳細な実装形態を用
いて、以下で与えられる。概して、以下の番号付き項目は、上記で説明した番号付き短所
に対処し得る。
【００３７】
　　１）各ｈｒｄ＿ｐａｒａｍｅｔｅｒｓ（）シンタックス構造は、例えば、ｎｕｍ＿ｓ
ｕｂ＿ｌａｙｅｒ＿ｈｒｄ＿ｍｉｎｕｓ１［ｉ］と名付けられた、シンタックス要素によ
って信号伝達される、必要とされるサブレイヤの数のための情報を含んでいる。
【００３８】
　　２）各ビットストリームパーティションのために、各サブレイヤのためのＨＲＤパラ
メータが信号伝達される。これは、配信スケジュールの数を示すシンタックス要素のため
の出力レイヤセット中のサブレイヤの数に等しいエントリ数をもつループと、ｈｒｄ＿ｐ
ａｒａｍｅｔｅｒｓ（）シンタックス構造のリストへのインデックスと、示されたｈｒｄ
＿ｐａｒａｍｅｔｅｒｓ（）シンタックス構造中の配信スケジュールのリストへのインデ
ックスとを追加すること又は単にｈｒｄ＿ｐａｒａｍｅｔｅｒｓ（）シンタックス構造の
リストへのインデックスのみを信号伝達し、示されたｈｒｄ＿ｐａｒａｍｅｔｅｒｓ（）
シンタックス構造中の全ての配信スケジュールを使用することのいずれかによって達成さ
れ得る。
【００３９】
　　３）ビットストリームパーティション初期到着時間ＳＥＩメッセージでは、シンタッ
クスは、ＶＣＬ　ＨＲＤパラメータのための初期到着遅延が、ＶｃｌＨｒｄＢｐＰｒｅｓ
ｅｎｔＦｌａｇが１に等しいときかつそのときに限って存在するように変更される。
【００４０】
　[0030]図１は、仮想参照デコーダ（ＨＲＤ）パラメータ信号伝達を改善するための技法
を利用し得る例示的なビデオ符号化及び復号システム１０を示すブロック図である。図１
に示されているように、システム１０は、宛先機器１４によって後で復号されるべき符号
化ビデオデータを与える発信源機器１２を含む。特に、発信源機器１２は、コンピュータ
可読媒体１６を介してビデオデータを宛先機器１４に与える。発信源機器１２及び宛先機
器１４は、デスクトップコンピュータ、ノートブック（即ち、ラップトップ）コンピュー
タ、タブレットコンピュータ、セットトップボックス、所謂「スマート」フォンなどの電
話ハンドセット、所謂「スマート」パッド、テレビジョン、カメラ、表示装置、デジタル
メディアプレーヤ、ビデオゲームコンソール、ビデオストリーミング機器などを含む、広
範囲の機器のいずれかを備え得る。場合によっては、発信源機器１２及び宛先機器１４は
、ワイヤレス通信のために装備され得る。
【００４１】
　[0031]宛先機器１４は、コンピュータ可読媒体１６を介して復号されるべき符号化ビデ
オデータを受信し得る。コンピュータ可読媒体１６は、発信源機器１２から宛先機器１４
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に符号化ビデオデータを移動させることができる任意のタイプの媒体又は機器を備え得る
。一例では、コンピュータ可読媒体１６は、発信源機器１２が、符号化ビデオデータを宛
先機器１４にリアルタイムで直接送信することを可能にするための通信媒体を備え得る。
符号化ビデオデータは、ワイヤレス通信プロトコルなどの通信規格に従って変調され、宛
先機器１４に送信され得る。通信媒体は、無線周波数（ＲＦ）スペクトル又は１つ以上の
物理伝送線路など、任意のワイヤレス又は有線通信媒体を備え得る。通信媒体は、ローカ
ルエリアネットワーク、ワイドエリアネットワーク又はインターネットなどのグローバル
ネットワークなど、パケットベースネットワークの一部を形成し得る。通信媒体は、発信
源機器１２から宛先機器１４への通信を可能にするために有用であり得るルータ、スイッ
チ、基地局又は任意の他の機器を含み得る。
【００４２】
　[0032]幾つかの例では、符号化データは、出力インターフェース２２から記憶装置に出
力され得る。同様に、符号化データは、入力インターフェースによって記憶装置からアク
セスされ得る。記憶装置は、ハードドライブ、Ｂｌｕ－ｒａｙ（登録商標）ディスク、Ｄ
ＶＤ、ＣＤ－ＲＯＭ、フラッシュメモリ、揮発性又は不揮発性メモリ又は符号化ビデオデ
ータを記憶するための任意の他の好適なデジタル記憶媒体など、様々な分散された、又は
ローカルにアクセスされるデータ記憶媒体のいずれかを含み得る。更なる一例では、記憶
装置は、発信源機器１２によって生成された符号化ビデオを記憶し得るファイルサーバ又
は別の中間記憶装置に対応し得る。宛先機器１４は、ストリーミング又はダウンロードを
介して記憶装置から記憶されたビデオデータにアクセスし得る。ファイルサーバは、符号
化ビデオデータを記憶することと、その符号化ビデオデータを宛先機器１４に送信するこ
ととが可能な任意のタイプのサーバであり得る。例示的なファイルサーバは、（例えば、
ウェブサイトのための）ウェブサーバ、ＦＴＰサーバ、ネットワーク接続記憶（ＮＡＳ）
機器又はローカルディスクドライブを含む。宛先機器１４は、インターネット接続を含む
、任意の標準のデータ接続を通して符号化ビデオデータにアクセスし得る。これは、ファ
イルサーバに記憶された符号化ビデオデータにアクセスするのに好適であるワイヤレスチ
ャネル（例えば、Ｗｉ－Ｆｉ（登録商標）接続）、有線接続（例えば、ＤＳＬ、ケーブル
モデムなど）又はその両方の組合せを含み得る。記憶装置からの符号化ビデオデータの送
信は、ストリーミング送信、ダウンロード送信又はそれらの組合せであり得る。
【００４３】
　[0033]本開示の技法は、必ずしもワイヤレス適用例又は設定に限定されるとは限らない
。本技法は、無線テレビジョン放送、ケーブルテレビジョン送信、衛星テレビジョン送信
、動的適応ストリーミングオーバーＨＴＴＰ（ＤＡＳＨ）などのインターネットストリー
ミングビデオ送信、データ記憶媒体上に符号化されたデジタルビデオ、データ記憶媒体に
記憶されたデジタルビデオの復号又は他の適用例など、様々なマルチメディア適用例のい
ずれかをサポートするビデオコード化に適用され得る。幾つかの例では、システム１０は
、ビデオストリーミング、ビデオ再生、ビデオブロードキャスティング及び／又はビデオ
テレフォニーなどの適用例をサポートするために、一方向又は双方向のビデオ送信をサポ
ートするように構成され得る。
【００４４】
　[0034]図１の例では、発信源機器１２は、ビデオ発信源１８と、ビデオエンコーダ２０
と、出力インターフェース２２とを含む。宛先機器１４は、入力インターフェース２８と
、ビデオデコーダ３０と、表示装置３２とを含む。本開示によれば、発信源機器１２のビ
デオエンコーダ２０は、仮想参照デコーダ（ＨＲＤ）パラメータ信号伝達を改善するため
の技法を適用するように構成され得る。他の例では、発信源機器及び宛先機器は他の構成
要素又は構成を含み得る。例えば、発信源機器１２は、外部カメラなどの外部ビデオ発信
源１８からビデオデータを受信し得る。同様に、宛先機器１４は、内蔵表示装置を含むの
ではなく、外部表示装置とインターフェースし得る。
【００４５】
　[0035]上述のように、発信源機器１２は出力インターフェース２２を含み、宛先機器１
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４は入力インターフェース２８を含む。幾つかの例では、出力インターフェース２２は送
信機を表し、入力インターフェース２８は受信機を表す。他の例では、出力インターフェ
ース２２及び入力インターフェース２８は、トランシーバ（即ち、ワイヤレスにデータ信
号を送信することと受信することの両方が可能なインターフェース）の例を表す。トラン
シーバは、ワイヤレス信号中でビデオデータを送信及び受信するように構成され得る。例
えば、出力インターフェース２２は、トランシーバとして実装されたとき、符号化ビデオ
データを含むデータ信号（例えば、コンピュータ可読媒体１６）を送り得、入力インター
フェース２８は、トランシーバとして実装されたとき、符号化ビデオデータを含むデータ
信号（例えば、コンピュータ可読媒体１６）を受信し得る。上記で説明したように、ビデ
オエンコーダ２０は符号化ビデオデータを出力インターフェース２２に与え得、入力イン
ターフェース２８は符号化ビデオデータをビデオデコーダ３０に与え得る。更に、トラン
シーバは、送信機と受信機の両方を含み得、従って、トランシーバに関して説明する送信
アクションは、送信機によっても実行され得、トランシーバに関して説明する受信アクシ
ョンは、受信機によっても実行され得る。
【００４６】
　[0036]図１の図示のシステム１０は一例にすぎない。仮想参照デコーダ（ＨＲＤ）パラ
メータ信号伝達を改善するための技法は、任意のデジタルビデオ符号化及び／又は復号機
器によって実行され得る。概して、本開示の技法はビデオ符号化機器によって実行される
が、本技法は、一般に「コーデック」と呼ばれるビデオエンコーダ／デコーダによっても
実行され得る。その上、本開示の技法は、ビデオプリプロセッサによっても実行され得る
。発信源機器１２及び宛先機器１４は、発信源機器１２が宛先機器１４に送信するための
コード化ビデオデータを生成するような、コード化機器の例にすぎない。幾つかの例では
、機器１２、１４は、機器１２、１４の各々がビデオ符号化構成要素とビデオ復号構成要
素とを含むように、実質的に対称的に動作し得る。従って、システム１０は、例えば、ビ
デオストリーミング、ビデオ再生、ビデオブロードキャスティング又はビデオテレフォニ
ーのための、ビデオ機器１２とビデオ機器１４との間の一方向又は双方向のビデオ送信を
サポートし得る。
【００４７】
　[0037]発信源機器１２のビデオ発信源１８は、ビデオカメラなどの撮像装置、以前に撮
られたビデオを含んでいるビデオアーカイブ及び／又はビデオコンテンツプロバイダから
ビデオを受信するためのビデオフィードインターフェースを含み得る。更なる代替として
、ビデオ発信源１８は、発信源ビデオとしてのコンピュータグラフィックスベースのデー
タ又はライブビデオとアーカイブビデオとコンピュータ生成ビデオとの組合せを生成し得
る。場合によっては、ビデオ発信源１８がビデオカメラである場合、発信源機器１２及び
宛先機器１４は、所謂カメラフォン又はビデオフォンを形成し得る。但し、上述のように
、本開示で説明する技法は、概してビデオコード化に適用可能であり得、ワイヤレス及び
／又は有線適用例に適用され得る。各場合において、撮られたビデオ、前に撮られたビデ
オ又はコンピュータ生成ビデオは、ビデオエンコーダ２０によって符号化され得る。符号
化ビデオ情報は、次いで、出力インターフェース２２によってコンピュータ可読媒体１６
上に出力され得る。
【００４８】
　[0038]コンピュータ可読媒体１６は、ワイヤレスブロードキャスト又は有線ネットワー
ク送信などの一時媒体若しくはハードディスク、フラッシュドライブ、コンパクトディス
ク、デジタルビデオディスク、Ｂｌｕ－ｒａｙディスク又は他のコンピュータ可読媒体な
どの記憶媒体（即ち、非一時的記憶媒体）を含み得る。幾つかの例では、ネットワークサ
ーバ（図示せず）は、発信源機器１２から符号化ビデオデータを受信し、例えば、ネット
ワーク送信を介して、その符号化ビデオデータを宛先機器１４に与え得る。同様に、ディ
スクスタンピング設備など、媒体製造設備のコンピュータ機器は、発信源機器１２から符
号化ビデオデータを受信し、その符号化ビデオデータを含んでいるディスクを生成し得る
。従って、コンピュータ可読媒体１６は、様々な例において、様々な形態の１つ又は複数
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のコンピュータ可読媒体を含むことが理解されよう。
【００４９】
　[0039]宛先機器１４の入力インターフェース２８は、コンピュータ可読媒体１６から情
報を受信する。コンピュータ可読媒体１６の情報は、ビデオエンコーダ２０によって定義
され、またビデオデコーダ３０によって使用される、ブロック及び他のコード単位、例え
ば、ＧＯＰの特性及び／又は処理を記述するシンタックス要素を含む、シンタックス情報
を含み得る。表示装置３２は、復号ビデオデータをユーザに対して表示し、陰極線管（Ｃ
ＲＴ）、液晶表示器（ＬＣＤ）、プラズマ表示器、有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ）表示
器又は別のタイプの表示装置など、様々な表示装置のいずれかを備え得る。
【００５０】
　[0040]ビデオエンコーダ２０及びビデオデコーダ３０は、ＩＴＵ－Ｔ　Ｈ．２６５とも
呼ばれる、高効率ビデオコード化（ＨＥＶＣ）規格など、ビデオコード化規格に従って動
作し得る。代替的に、ビデオエンコーダ２０及びビデオデコーダ３０は、代替的にＭＰＥ
Ｇ－４，Ｐａｒｔ１０，アドバンストビデオコード化（ＡＶＣ）と呼ばれるＩＴＵ－Ｔ　
Ｈ．２６４規格など、他のプロプライエタリ規格又は業界規格、若しくはそのような規格
の拡張に従って動作し得る。但し、本開示の技法は、いかなる特定のコード化規格にも限
定されない。ビデオコード化規格の他の例としては、ＭＰＥＧ－２及びＩＴＵ－Ｔ　Ｈ．
２６３がある。図１には示されていないが、幾つかの態様では、ビデオエンコーダ２０及
びビデオデコーダ３０は、それぞれ、オーディオエンコーダ及びデコーダと統合され得、
共通のデータストリーム又は別個のデータストリーム中のオーディオとビデオの両方の符
号化を処理するために、適切なＭＵＸ－ＤＥＭＵＸユニット又は他のハードウェア及びソ
フトウェアを含み得る。適用可能な場合、ＭＵＸ－ＤＥＭＵＸユニットは、ＩＴＵ　Ｈ．
２２３マルチプレクサプロトコル又はユーザデータグラムプロトコル（ＵＤＰ）などの他
のプロトコルに準拠し得る。
【００５１】
　[0041]ビデオエンコーダ２０及びビデオデコーダ３０はそれぞれ、１つ又は複数のマイ
クロプロセッサ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ
）、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）、ディスクリート論理回路、ソ
フトウェア、ハードウェア、ファームウェアなど、様々な好適なエンコーダ回路のいずれ
か又はそれらの任意の組合せとして実装され得る。本技法が部分的にソフトウェアで実装
されるとき、機器は、好適な非一時的コンピュータ可読媒体にソフトウェアの命令を記憶
し、本開示の技法を実行するために１つ又は複数のプロセッサを使用してその命令をハー
ドウェアで実行し得る。ビデオエンコーダ２０及びビデオデコーダ３０の各々は１つ又は
複数のエンコーダ又はデコーダ中に含まれ得、そのいずれも、それぞれの機器において複
合エンコーダ／デコーダ（コーデック）の一部として統合され得る。
【００５２】
　[0042]概して、ビデオフレーム又はピクチャは、ルーマサンプルとクロマサンプルの両
方を含み得る最大コード単位（ＬＣＵ）としても知られる、ツリーブロックのシーケンス
に分割され得る。ビットストリーム内のシンタックスデータが、画素の数に関して最大コ
ード単位であるＬＣＵのサイズを定義し得る。スライスは、コード化順序で幾つかの連続
するツリーブロックを含む。ビデオフレーム又はピクチャは、１つ又は複数のスライスに
区分され得る。各ツリーブロックは、４分木データ構造に従ってコード単位（ＣＵ）に分
割され得る。概して、４分木データ構造はＣＵごとに１つのノードを含み、ルートノード
はツリーブロックに対応する。ＣＵが４つのサブＣＵに分割された場合、ＣＵに対応する
ノードは４つのリーフノードを含み、リーフノードの各々はサブＣＵのうちの１つに対応
する。
【００５３】
　[0043]４分木データ構造の各ノードは、対応するＣＵのシンタックスデータを与え得る
。例えば、４分木のノードは、そのノードに対応するＣＵがサブＣＵに分割されるかどう
かを示す分割フラグを含み得る。ＣＵのシンタックス要素は、再帰的に定義され得、ＣＵ
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がサブＣＵに分割されるかどうかに依存し得る。ＣＵが更に分割されない場合、そのＣＵ
はリーフＣＵと呼ばれる。本開示では、元のリーフＣＵの明示的分割が存在しない場合で
も、リーフＣＵの４つのサブＣＵをリーフＣＵとも呼ぶ。例えば、１６×１６サイズのＣ
Ｕが更に分割されない場合、その１６×１６ＣＵが決して分割されなくても、４つの８×
８サブＣＵはリーフＣＵとも呼ばれる。
【００５４】
　[0044]ＣＵは、ＣＵがサイズ差異を有しないことを除いて、Ｈ．２６４規格のマクロブ
ロックと同様の目的を有する。例えば、ツリーブロックは、（サブＣＵとも呼ばれる）４
つの子ノードに分割され得、各子ノードは、今度は親ノードとなり、別の４つの子ノード
に分割され得る。４分木のリーフノードと呼ばれる、最後の分割されていない子ノードは
、リーフＣＵとも呼ばれるコード化ノードを備える。コード化ビットストリームに関連す
るシンタックスデータは、最大ＣＵ深さと呼ばれる、ツリーブロックが分割され得る最大
回数を定義し得、また、コード化ノードの最小サイズを定義し得る。それに応じて、ビッ
トストリームは最小コード単位（ＳＣＵ：smallest coding unit）をも定義し得る。本開
示では、ＨＥＶＣのコンテキストにおけるＣＵ、予測単位（ＰＵ）又は変換単位（ＴＵ）
若しくは他の規格のコンテキストにおける同様のデータ構造（例えば、Ｈ．２６４／ＡＶ
Ｃにおけるマクロブロック及びそれのサブブロック）のいずれかを指すために「ブロック
」という用語を使用する。
【００５５】
　[0045]ＣＵは、コード化ノードと、コード化ノードに関連する予測単位（ＰＵ：predic
tion unit）及び変換単位（ＴＵ：transform unit）とを含む。ＣＵのサイズは、コード
化ノードのサイズに対応し、概して形状が方形である。ＣＵのサイズは、８×８画素から
最大サイズ、例えば、６４×６４以上の画素を有するツリーブロックのサイズまでに及び
得る。各ＣＵは、１つ又は複数のＰＵと、１つ又は複数のＴＵとを含んでいることがある
。ＣＵに関連するシンタックスデータは、例えば、ＣＵを１つ又は複数のＰＵに区分する
ことを記述し得る。区分モードは、ＣＵが、スキップモード符号化又はダイレクトモード
符号化されるか、イントラ予測モード符号化されるか、若しくはインター予測モード符号
化されるかの間で異なり得る。ＰＵは、形状が非方形になるように区分され得る。ＣＵに
関連するシンタックスデータは、例えば、４分木に従ってＣＵを１つ又は複数のＴＵに区
分することも記述し得る。ＴＵは、形状が正方形又は非正方形（例えば、矩形）であり得
る。
【００５６】
　[0046]ＨＥＶＣ規格は、ＣＵごとに異なり得るＴＵに従う変換を可能にする。ＴＵは、
一般に、区分されたＬＣＵについて定義された所与のＣＵ内のＰＵのサイズに基づいてサ
イズ決定されるが、これは常にそうであるとは限らない。ＴＵは、一般にＰＵと同じサイ
ズであるか、又はＰＵよりも小さい。幾つかの例では、ＣＵに対応する残差サンプルは、
「残差４分木」（ＲＱＴ：residual quad tree）として知られる４分木構造を使用してよ
り小さい単位に再分割され得る。ＲＱＴのリーフノードは変換単位（ＴＵ）と呼ばれるこ
とがある。ＴＵに関連する画素差分値は、変換係数を生成するために変換され得、その変
換係数は量子化され得る。
【００５７】
　[0047]リーフＣＵは１つ又は複数のＰＵを含み得る。概して、ＰＵは、対応するＣＵの
全部又は一部分に対応する空間的エリアを表し、そのＰＵの参照サンプルを取り出し、及
び／又は生成するためのデータを含み得る。その上、ＰＵは、予測に関係するデータを含
む。例えば、ＰＵがイントラモード符号化されるとき、ＰＵについてのデータは、ＰＵに
対応するＴＵについてのイントラ予測モードを記述するデータを含み得る残差４分木（Ｒ
ＱＴ）中に含まれ得る。ＲＱＴは変換ツリーと呼ばれることもある。幾つかの例では、イ
ントラ予測モードは、ＲＱＴの代わりに、リーフＣＵシンタックス中で信号伝達され得る
。別の例として、ＰＵがインターモード符号化されるとき、ＰＵは、ＰＵのための、１つ
又は複数の動きベクトルなど、動き情報を定義するデータを含み得る。ＰＵの動きベクト
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ルを定義するデータは、例えば、動きベクトルの水平成分、動きベクトルの垂直成分、動
きベクトルの解像度（例えば、１／４画素精度又は１／８画素精度）、動きベクトルが指
す参照ピクチャ及び／又は動きベクトルの参照ピクチャリスト（例えば、リスト０、リス
ト１又はリストＣ）を記述し得る。
【００５８】
　[0048]１つ又は複数のＰＵを有するリーフＣＵはまた、１つ又は複数のＴＵを含み得る
。変換単位は、上記で説明したように、（ＴＵ４分木構造とも呼ばれる）ＲＱＴを使用し
て指定され得る。例えば、分割フラグは、リーフＣＵが４つの変換単位に分割されるかど
うかを示し得る。次いで、各変換単位は、更なるサブＴＵに更に分割され得る。ＴＵが更
に分割されないとき、そのＴＵはリーフＴＵと呼ばれることがある。概して、イントラコ
ード化の場合、リーフＣＵに属する全てのリーフＴＵは同じイントラ予測モードを共有す
る。即ち、概して、リーフＣＵの全てのＴＵの予測値を計算するために同じイントラ予測
モードが適用される。イントラコード化の場合、ビデオエンコーダは、イントラ予測モー
ドを使用して各リーフＴＵの残差値を、ＴＵに対応するＣＵの一部と元のブロックとの間
の差分として計算し得る。ＴＵは、必ずしもＰＵのサイズに制限されるとは限らない。従
って、ＴＵは、ＰＵよりも大きいことも小さいこともある。イントラコード化の場合、Ｐ
Ｕは、同じＣＵの対応するリーフＴＵとコロケート（同一位置に配置）され得る。幾つか
の例では、リーフＴＵの最大サイズは、対応するリーフＣＵのサイズに対応し得る。
【００５９】
　[0049]その上、リーフＣＵのＴＵはまた、上述のように残差４分木（ＲＱＴ）又は変換
ツリーと呼ばれる、それぞれの４分木データ構造に関連し得る。即ち、リーフＣＵは、リ
ーフＣＵがどのようにＴＵに区分されるかを示す４分木を含み得る。ＴＵ４分木のルート
ノードは概してリーフＣＵに対応し、ＣＵ４分木のルートノードは概してツリーブロック
（又はＬＣＵ）に対応する。分割されないＲＱＴのＴＵはリーフＴＵと呼ばれる。概して
、本開示では、特に明記しない限り、リーフＣＵ及びリーフＴＵに言及するためにそれぞ
れＣＵ及びＴＵという用語を使用する。
【００６０】
　[0050]ビデオシーケンスは、一般に、一連のビデオフレーム又はピクチャを含む。グル
ープオブピクチャ（ＧＯＰ：group of pictures）は、概して、ビデオピクチャのうちの
一連の１つ又は複数を備える。ＧＯＰは、ＧＯＰ中に含まれる幾つかのピクチャを記述す
るシンタックスデータを、ＧＯＰのヘッダ中、ピクチャのうちの１つ又は複数のヘッダ中
又は他の場所に含み得る。ピクチャの各スライスは、それぞれのスライスの符号化モード
を記述するスライスシンタックスデータを含み得る。ビデオエンコーダ２０は、一般に、
ビデオデータを符号化するために個々のビデオスライス内のビデオブロックに対して動作
する。ビデオブロックはＣＵ内のコード化ノードに対応し得る。ビデオブロックは、固定
サイズ又は可変サイズを有し得、指定のコード化規格に応じてサイズが異なり得る。
【００６１】
　[0051]一例として、予測は様々なサイズのＰＵについて実行され得る。特定のＣＵのサ
イズが２Ｎ×２Ｎであると仮定すると、イントラ予測が、２Ｎ×２Ｎ又はＮ×ＮのＰＵサ
イズに対して実行され得、インター予測が、２Ｎ×２Ｎ、２Ｎ×Ｎ、Ｎ×２Ｎ又はＮ×Ｎ
の対称的なＰＵサイズに対して実行され得る。インター予測のための非対称区分は、２Ｎ
×ｎＵ、２Ｎ×ｎＤ、ｎＬ×２Ｎ及びｎＲ×２ＮのＰＵサイズについても実行され得る。
非対称区分では、ＣＵの一方向は区分されないが、他の方向は２５％と７５％とに区分さ
れる。２５％のパーティションに対応するＣＵの部分は、「ｎ」とその後ろに付く「Ｕｐ
」、「Ｄｏｗｎ」、「Ｌｅｆｔ」又は「Ｒｉｇｈｔ」という表示によって示される。従っ
て、例えば、「２Ｎ×ｎＵ」は、上部の２Ｎ×０．５Ｎ　ＰＵと下部の２Ｎ×１．５Ｎ　
ＰＵとで水平方向に区分された２Ｎ×２Ｎ　ＣＵを指す。
【００６２】
　[0052]本開示では、「Ｎ×Ｎ（NxN）」及び「Ｎ×Ｎ（N by N）」は、垂直寸法及び水
平寸法に関するビデオブロックの画素寸法、例えば、１６×１６（16x16）画素又は１６
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×１６（16 by 16）画素を指すために互換的に使用され得る。一般に、１６×１６ブロッ
クは、垂直方向に１６画素を有し（ｙ＝１６）、水平方向に１６画素を有する（ｘ＝１６
）。同様に、Ｎ×Ｎブロックは、概して、垂直方向にＮ画素を有し、水平方向にＮ画素を
有し、ここで、Ｎは非負整数値を表す。ブロック中の画素は行及び列に配列され得る。更
に、ブロックは、必ずしも、水平方向に垂直方向と同じ数の画素を有する必要はない。例
えば、ブロックはＮ×Ｍ画素を備え得、ここで、Ｍは必ずしもＮに等しいとは限らない。
【００６３】
　[0053]ＣＵのＰＵを使用したイントラ予測コード化又はインター予測コード化の後、ビ
デオエンコーダ２０は、ＣＵのＴＵのための残差データを計算し得る。ＰＵは、（画素領
域とも呼ばれる）空間領域において予測画素データを生成する方法又はモードを記述する
シンタックスデータを備え得、ＴＵは、変換、例えば、残差ビデオデータへの離散コサイ
ン変換（ＤＣＴ）、整数変換、ウェーブレット変換又は概念的に同様の変換の適用後に、
変換領域において係数を備え得る。残差データは、符号化されていないピクチャの画素と
、ＰＵに対応する予測値との間の画素差分に対応し得る。ビデオエンコーダ２０は、ＣＵ
のための残差データを表す量子化された変換係数を含むようにＴＵを形成し得る。即ち、
ビデオエンコーダ２０は、（残差ブロックの形態の）残差データを計算し、変換係数のブ
ロックを生成するために残差ブロックを変換し、次いで、量子化された変換係数を形成す
るために変換係数を量子化し得る。ビデオエンコーダ２０は、量子化された変換係数を含
むＴＵ及び他のシンタックス情報（例えば、ＴＵのための分割情報）を形成し得る。
【００６４】
　[0054]上述のように、変換係数を生成するための任意の変換の後に、ビデオエンコーダ
２０は、変換係数の量子化を実行し得る。量子化は、一般に、係数を表すために使用され
るデータの量をできるだけ低減するために変換係数が量子化され、更なる圧縮を行うプロ
セスを指す。量子化プロセスは、係数の一部又は全部に関連するビット深度を低減し得る
。例えば、量子化中にｎビット値がｍビット値に切り捨てられ得、ここで、ｎはｍよりも
大きい。
【００６５】
　[0055]量子化の後に、ビデオエンコーダ２０は、変換係数を走査して、量子化変換係数
を含む２次元行列から１次元ベクトルを生成し得る。走査は、アレイの前部により高いエ
ネルギー（従って、より低い周波数）係数を配置し、アレイの後部により低いエネルギー
（従って、より高い周波数）係数を配置するように設計され得る。幾つかの例では、ビデ
オエンコーダ２０は、エントロピー符号化され得るシリアル化ベクトルを生成するために
、量子化変換係数を走査するために予め定義された走査順序を利用し得る。他の例では、
ビデオエンコーダ２０は適応走査を実行し得る。量子化変換係数を走査して１次元ベクト
ルを形成した後に、ビデオエンコーダ２０は、例えば、コンテキスト適応型可変長コード
化（ＣＡＶＬＣ：context-adaptive variable length coding）、コンテキスト適応型バ
イナリ算術コード化（ＣＡＢＡＣ：context-adaptive binary arithmetic coding）、シ
ンタックスベースコンテキスト適応型バイナリ算術コード化（ＳＢＡＣ：syntax-based c
ontext-adaptive binary arithmetic coding）、確率間隔区分エントロピー（ＰＩＰＥ：
Probability Interval Partitioning Entropy）コード化又は別のエントロピー符号化方
法に従って１次元ベクトルをエントロピー符号化し得る。ビデオエンコーダ２０はまた、
ビデオデータを復号する際にビデオデコーダ３０が使用するための、符号化ビデオデータ
に関連するシンタックス要素をエントロピー符号化し得る。
【００６６】
　[0056]ＣＡＢＡＣを実行するために、ビデオエンコーダ２０は、送信されるべきシンボ
ルに、コンテキストモデル内のコンテキストを割り当て得る。コンテキストは、例えば、
シンボルの隣接値が非０であるか否かに関係し得る。ＣＡＶＬＣを実行するために、ビデ
オエンコーダ２０は、送信されるべきシンボルのために可変長コードを選択し得る。ＶＬ
Ｃ中のコードワードは、比較的より短いコードが優勢シンボルに対応し、より長いコード
が劣勢シンボルに対応するように構成され得る。このようにして、ＶＬＣの使用は、例え
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約を達成し得る。確率決定は、シンボルに割り当てられたコンテキストに基づき得る。
【００６７】
　[0057]概して、ビデオデコーダ３０は、符号化データを復号するためにビデオエンコー
ダ２０によって実行されるものと、逆ではあるが、実質的に同様のプロセスを実行する。
例えば、ビデオデコーダ３０は、残差ブロックを再生するために、受信されたＴＵの係数
を逆量子化及び逆変換する。ビデオデコーダ３０は、予測されたブロックを形成するため
に、信号伝達された予測モード（イントラ予測又はインター予測）を使用する。次いで、
ビデオデコーダ３０は、元のブロックを再生するために、（画素ごとに）予測されたブロ
ックと残差ブロックとを組み合わせる。ブロック境界に沿って視覚的アーティファクトを
低減するためにデブロッキングプロセスを実行することなど、追加の処理が実行され得る
。更に、ビデオデコーダ３０は、ビデオエンコーダ２０のＣＡＢＡＣ符号化プロセスとは
逆ではあるが、それと実質的に同様の様式でＣＡＢＡＣを使用してシンタックス要素を復
号し得る。
【００６８】
　[0058]本開示の技法の一例によれば、（ビデオエンコーダ２０又はビデオデコーダ３０
などの）ビデオコーダは、仮想参照デコーダ（ＨＲＤ）パラメータを含む、ビデオパラメ
ータセット（ＶＰＳ）中のビデオユーザビリティ情報（ＶＵＩ）をコード化するように構
成され得る。以下の表１は、本開示の幾つかの技法によるＨＲＤパラメータのための例示
的なＶＰＳ　ＶＵＩバイトシーケンスペイロード（ＢＳＰ）について説明する。表１では
、イタリック体のテキストは、ＪＣＴＶＣ－Ｒ００１０ｖ２のバリアント２アタッチメン
トに記載されているデータ構造に対する追加を示し、括弧及び「削除：」を使用して識別
されるテキスト（例えば、［削除：“例示的な削除されたテキスト”］は、ＪＣＴＶＣ－
Ｒ００１０ｖ２のバリアント２アタッチメントに記載されているデータ構造からの削除を
表す。
【００６９】
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【表１】

【００７０】
　[0059]表１のシンタックス要素のための例示的なセマンティクスについて以下で説明す
る。場合によっては以下で説明しない変更なしシンタックス要素は、ＪＣＴＶＣ－Ｒ００
１０ｖ２のバリアント２アタッチメントに記載されているセマンティクスを保持し得る。
同じく、イタリック体のテキストは追加を表し、［削除：“”］は削除を表す。
【００７１】
　[0060]ｖｐｓ＿ｎｕｍ＿ａｄｄ＿ｈｒｄ＿ｐａｒａｍｓ［削除：“ｐａｒａｍｅｔｅｒ
ｓ”］は、ＶＰＳ中に存在する追加のｈｒｄ＿ｐａｒａｍｅｔｅｒｓ（）シンタックス構
造の数を指定する。ｖｐｓ＿ｎｕｍ＿ａｄｄ＿ｈｒｄ＿ｐａｒａｍｓ［削除：“ｐａｒａ
ｍｅｔｅｒｓ”］の値は、両端値を含む、０～１０２４－ｖｐｓ＿ｎｕｍ＿ｈｒｄ＿ｐａ
ｒａｍｅｔｅｒｓの範囲内にあるものとする。
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【００７２】
　[0061]１に等しいｃｐｒｍｓ＿ａｄｄ＿ｐｒｅｓｅｎｔ＿ｆｌａｇ［ｉ］は、全てのサ
ブレイヤについて共通であるＨＲＤパラメータが、ｉ番目のｈｒｄ＿ｐａｒａｍｅｔｅｒ
ｓ（）シンタックス構造中に存在することを指定する。０に等しいｃｐｒｍｓ＿ａｄｄ＿
ｐｒｅｓｅｎｔ＿ｆｌａｇ［ｉ］は、全てのサブレイヤについて共通であるＨＲＤパラメ
ータが、ｉ番目のｈｒｄ＿ｐａｒａｍｅｔｅｒｓ（）シンタックス構造中に存在せず、（
ｉ－１）番目のｈｒｄ＿ｐａｒａｍｅｔｅｒｓ（）シンタックス構造と同じであると導出
されることを指定する。
【００７３】
　[0062]ｎｕｍ＿ｓｕｂ＿ｌａｙｅｒ＿ｈｒｄ＿ｍｉｎｕｓ１［ｉ］＋１は、ｉ番目のｈ
ｒｄ＿ｐａｒａｍｅｔｅｒｓ（）シンタックス構造中のｆｉｘｅｄ＿ｐｉｃ＿ｒａｔｅ＿
ｇｅｎｅｒａｌ＿ｆｌａｇ［］シンタックス要素の数を指定する。ｎｕｍ＿ｓｕｂ＿ｌａ
ｙｅｒ＿ｈｒｄ＿ｍｉｎｕｓ１［ｉ］の値は、両端値を含む、０～ｖｐｓ＿ｍａｘ＿ｓｕ
ｂ＿ｌａｙｅｒｓ＿ｍｉｎｕｓ１の範囲内にあるものとする。
【００７４】
　[0063]１に等しいｂｓｐ＿ｈｒｄ＿ｐａｒａｍｓ［削除：“ｐａｒａｍｅｔｅｒｓ”］
＿ｐｒｅｓｅｎｔ＿ｆｌａｇ［ｈ］［ｉ］は、ＨＲＤパラメータが、ｈ番目のＯＬＳのｉ
番目の区分方式の全てのビットストリームパーティティションについて存在することを指
定する。０に等しいｂｓｐ＿ｈｒｄ＿ｐａｒａｍｓ［削除：“ｐａｒａｍｅｔｅｒｓ”］
＿ｐｒｅｓｅｎｔ＿ｆｌａｇ［ｈ］［ｉ］は、ＨＲＤパラメータが、ｈ番目のＯＬＳのｉ
番目の区分方式のいかなるビットストリームパーティティションについても存在しないこ
とを指定する。
【００７５】
　[0064]ｎｕｍ＿ｂｓｐ＿ｓｃｈｅｄｕｌｅｓ［削除：“ｓｃｈｅｄ＿ｃｏｍｂｉｎａｔ
ｉｏｎｓ”］＿ｍｉｎｕｓ１［ｈ］［ｉ］［ｔ］＋１は、ＨｉｇｈｅｓｔＴｉｄがｔに等
しいとき、ｈ番目のＯＬＳのｉ番目の区分方式のビットストリームパーティションのため
に指定された配信スケジュール［削除：“とｈｒｄ＿ｐａｒａｍｅｔｅｒｓ（）”］［削
除：“との組合せ”］の数を指定する。ｎｕｍ＿ｂｓｐ＿ｓｃｈｅｄｕｌｅｓ＿ｍｉｎｕ
ｓ１［ｈ］［ｉ］［ｔ］の値は、両端値を含む、０～３１の範囲内にあるものとする。
【００７６】
　[0065]変数［削除：“ＳｃｈｅｄＣｏｍｂＣｎｔ”］ＢｓｐＳｃｈｅｄＣｎｔ［ｈ］［
ｉ］［ｔ］は、ｎｕｍ＿ｂｓｐ＿ｓｃｈｅｄｕｌｅｓ［削除：“ｓｃｈｅｄ＿ｃｏｍｂｉ
ｎａｔｉｏｎｓ”］＿ｍｉｎｕｓ１［ｈ］［ｉ］［ｔ］＋１に等しく設定される。
【００７７】
　[0066]ｂｓｐ［削除：“＿ｃｏｍｂ”］＿ｈｒｄ＿ｉｄｘ［ｈ］［ｉ］［ｔ］［ｊ］［
ｋ］は、ＨｉｇｈｅｓｔＴｉｄがｔに等しいとき、ｈ番目のＯＬＳのためのｉ番目の区分
方式のｋ番目のビットストリームパーティションのために指定されたｊ番目の配信スケジ
ュール［削除：“とｈｒｄ＿ｐａｒａｍｅｔｅｒｓ（）”］［削除：“との組合せ”］の
ためのＶＰＳ中のｈｒｄ＿ｐａｒａｍｅｔｅｒｓ（）シンタックス構造のインデックスを
指定する。ｂｓｐ［削除：“＿ｃｏｍｂ”］＿ｈｒｄ＿ｉｄｘ［ｈ］［ｉ］［ｔ］［ｊ］
［ｋ］シンタックス要素の長さは、Ｃｅｉｌ（Ｌｏｇ２（ｖｐｓ＿ｎｕｍ＿ｈｒｄ＿ｐａ
ｒａｍｅｔｅｒｓ＋ｖｐｓ＿ｎｕｍ＿ａｄｄ＿ｈｒｄ＿ｐａｒａｍｓ［削除：“ｐａｒａ
ｍｅｔｅｒｓ”］））ビットである。ｂｓｐ［削除：“＿ｃｏｍｂ”］＿ｈｒｄ＿ｉｄｘ
［ｈ］［ｉ］［ｔ］［ｊ］［ｋ］の値は、両端値を含む、０～ｖｐｓ＿ｎｕｍ＿ｈｒｄ＿
ｐａｒａｍｅｔｅｒｓ＋ｖｐｓ＿ｎｕｍ＿ａｄｄ＿ｈｒｄ＿ｐａｒａｍｓ［削除：“ｐａ
ｒａｍｅｔｅｒｓ”］－１の範囲内にあるものとする。
【００７８】
　[0067]ｂｓｐ［削除：“＿ｃｏｍｂ”］＿ｓｃｈｅｄ＿ｉｄｘ［ｈ］［ｉ］［ｔ］［ｊ
］［ｋ］は、ＨｉｇｈｅｓｔＴｉｄがｔに等しいとき、ｈ番目のＯＬＳのためのｉ番目の
区分方式のｋ番目のビットストリームパーティションのために指定されたｊ番目の配信ス
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ケジュール［削除：“とｈｒｄ＿ｐａｒａｍｅｔｅｒｓ（）”］［削除：“との組合せ”
］［削除：“において”］として使用される、インデックスｂｓｐ［削除：“＿ｃｏｍｂ
”］＿ｈｒｄ＿ｉｄｘ［ｈ］［ｉ］［ｔ］［ｊ］［ｋ］をもつｈｒｄ＿ｐａｒａｍｅｔｅ
ｒｓ（ｔ）シンタックス構造のｓｕｂ＿ｌａｙｅｒ＿ｈｒｄ＿ｐａｒａｍｅｔｅｒｓ（ｔ
）［削除：“ｈｒｄ＿ｐａｒａｍｅｔｅｒｓ（）”］シンタックス構造内の［削除：“ａ
”］配信スケジュールのインデックスを指定する。ｂｓｐ［削除：“＿ｃｏｍｂ”］＿ｓ
ｃｈｅｄ＿ｉｄｘ［ｈ］［ｉ］［ｔ］［ｊ］［ｋ］の値は、両端値を含む、０～ｃｐｂ＿
ｃｎｔ＿ｍｉｎｕｓ１［ｔ［削除：“ＨｉｇｈｅｓｔＴｉｄ”］］の範囲内にあるものと
し、ここで、ｃｐｂ＿ｃｎｔ＿ｍｉｎｕｓ１［ｔ［削除：“ＨｉｇｈｅｓｔＴｉｄ”］］
は、インデックスｂｓｐ［削除：“＿ｃｏｍｂ”］＿ｈｒｄ＿ｉｄｘ［ｈ］［ｉ］［ｔ］
［ｊ］［ｋ］に対応するｈｒｄ＿ｐａｒａｍｅｔｅｒｓ（）シンタックス構造からのｓｕ
ｂ＿ｌａｙｅｒ＿ｈｒｄ＿ｐａｒａｍｅｔｅｒｓ（ｔ［削除：“ＨｉｇｈｅｓｔＴｉｄ”
］）シンタックス構造中で見つけられる。
【００７９】
　[0068]ＨＥＶＣによれば、他の従来のＨＲＤパラメータも、必ずしも上記の表１に示さ
れているものとは限らないが、ＨＲＤパラメータシンタックス構造中で信号伝達され得る
。例えば、ＨＲＤパラメータは、ＨＥＶＣが次のようにセマンティクスをそれのために定
義する、ｆｉｘｅｄ＿ｐｉｃ＿ｒａｔｅ＿ｗｉｔｈｉｎ＿ｃｖｓ＿ｆｌａｇ［ｉ］を含み
得る。
【００８０】
　　１に等しいｆｉｘｅｄ＿ｐｉｃ＿ｒａｔｅ＿ｗｉｔｈｉｎ＿ｃｖｓ＿ｆｌａｇ［ｉ］
は、ＨｉｇｈｅｓｔＴｉｄがｉに等しいとき、出力順序における連続するピクチャのＨＲ
Ｄ出力時間間の時間距離が、以下で指定されているように制約されることを示す。０に等
しいｆｉｘｅｄ＿ｐｉｃ＿ｒａｔｅ＿ｗｉｔｈｉｎ＿ｃｖｓ＿ｆｌａｇ［ｉ］は、この制
約が適用されないことがあることを示す。
【００８１】
　[0069]ＨＲＤパラメータはまた、ＨＥＶＣが次のようにセマンティクスをそれのために
定義する、ｅｌｅｍｅｎｔａｌ＿ｄｕｒａｔｉｏｎ＿ｉｎ＿ｔｃ＿ｍｉｎｕｓ１［ｉ］シ
ンタックス要素を含み得る。
【００８２】
　　（存在するとき）ｅｌｅｍｅｎｔａｌ＿ｄｕｒａｔｉｏｎ＿ｉｎ＿ｔｃ＿ｍｉｎｕｓ
１［ｉ］＋１は、ＨｉｇｈｅｓｔＴｉｄがｉに等しいとき、以下で指定されているように
出力順序における連続するピクチャのＨＲＤ出力時間を指定する要素ユニット間のクロッ
クティックにおける時間距離を指定する。ｅｌｅｍｅｎｔａｌ＿ｄｕｒａｔｉｏｎ＿ｉｎ
＿ｔｃ＿ｍｉｎｕｓ１［ｉ］の値は、両端値を含む、０～２０４７の範囲内にあるものと
する。
【００８３】
　[0070]ＨＲＤパラメータはまた、ＨＥＶＣが次のようにセマンティクスをそれのために
定義する、ｌｏｗ＿ｄｅｌａｙ＿ｈｒｄ＿ｆｌａｇ［ｉ］シンタックス要素を含み得る。
【００８４】
　　ｌｏｗ＿ｄｅｌａｙ＿ｈｒｄ＿ｆｌａｇ［ｉ］は、付属書類Ｃにおいて指定されてい
るように、ＨｉｇｈｅｓｔＴｉｄがｉに等しいとき、ＨＲＤ動作モードを指定する。存在
しないとき、ｌｏｗ＿ｄｅｌａｙ＿ｈｒｄ＿ｆｌａｇ［ｉ］の値は、０に等しいと推論さ
れる。
【００８５】
　[0071]表１の例では、ｎｕｍ＿ｓｕｂ＿ｌａｙｅｒ＿ｈｒｄ＿ｍｉｎｕｓ１［ｉ］は、
仮想参照デコーダ（ＨＲＤ）パラメータがそれのためにコード化されるビットストリーム
のサブレイヤの数を示すシンタックス要素の一例を表す。ＨＲＤパラメータがそれのため
にコード化されるサブレイヤの数は、ビットストリームのビデオパラメータセット（ＶＰ
Ｓ）によって示されるサブレイヤの最大数よりも小さいか又はそれに等しいことがある。



(22) JP 6720089 B2 2020.7.8

10

20

30

40

50

従って、ビデオコーダは、シンタックス要素のための値によって示されるサブレイヤの数
のためにＨＲＤパラメータをコード化し、次いで、ＨＲＤパラメータを使用してビットス
トリームを処理し得る。例えば、ビデオエンコーダ２０及びビデオデコーダ３０は、ＨＲ
Ｄパラメータに従って復号ピクチャバッファからピクチャを削除し得る。その上、宛先機
器１４は、表示装置３２を使用して、復号ピクチャバッファから削除されるピクチャを表
示し得る。
【００８６】
　[0072]同じく表１の例に示されているように、ビデオコーダは、マルチレイヤビットス
トリーム中に含まれる各サブレイヤのためにＨＲＤパラメータのセットをコード化し得る
。表１では、「ｆｏｒ（ｔ＝０；ｔ≦ＭａｘＳｕｂＬａｙｅｒｓＩｎＬａｙｅｒＳｅｔＭ
ｉｎｕｓ１［ＯｌｓＩｄｘＴｏＬｓＩｄｘ［ｉ］］；ｔ＋＋）」によって示されるループ
は、利用可能な出力レイヤセットの各々のために実行される、特定のレイヤセット中に含
まれるサブレイヤの数にわたるループを表す。このループ内で、ＨＲＤパラメータのため
のインデックス（ｂｓｐ＿ｈｒｄ＿ｉｄｘ）が信号伝達される。従って、これは、ビット
ストリームのサブレイヤの数に等しい数のＨＲＤパラメータをコード化するための１つの
例示的な技法である。特に、各ビットストリームパーティション（即ち、各出力レイヤセ
ット）のためにＨＲＤパラメータとサブレイヤの数との間に１対１のマッピングがある。
【００８７】
　[0073]更に、（ビデオエンコーダ２０又はビデオデコーダ３０などの）ビデオコーダは
、以下の表２の例示的なデータ構造に従ってビットストリームパーティション初期到着時
間を示す情報をコード化（それぞれ、符号化又は復号）するように構成され得る。表２は
、ＪＣＴＶＣ－Ｒ００１０ｖ２のバリアント２アタッチメントに対して変更された、ビッ
トストリームパーティション初期到着時間ＳＥＩメッセージの一例を表す。同じく、イタ
リック体のテキストは追加を表し、［削除：“”］は削除を表す。
【００８８】
【表２】

【００８９】
　　　　　　　　　　　　　　　　　
　[0074]表２のシンタックス要素のための例示的なセマンティクスについて以下で説明す
る。場合によっては以下で説明しない変更なしシンタックス要素は、ＪＣＴＶＣ－Ｒ００
１０ｖ２のバリアント２アタッチメントに記載されているセマンティクスを保持し得る。
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同じく、イタリック体のテキストは追加を表し、［削除：“”］は削除を表す。
【００９０】
　[0075]ビットストリームパーティション初期到着時間ＳＥＩメッセージは、ビットスト
リームパーティション固有ＣＰＢ動作において使用されるべき初期到着時間を指定する。
【００９１】
　[0076]存在するとき、このＳＥＩメッセージは、スケーラブルネスティングＳＥＩメッ
セージ中に含まれているビットストリームパーティションネスティングＳＥＩメッセージ
内に含まれているものとし、同じビットストリームパーティションネスティングＳＥＩメ
ッセージは、バッファリング期間ＳＥＩメッセージをも含んでいるものとする。
【００９２】
　[0077]以下が、ビットストリームパーティションネスティングＳＥＩメッセージシンタ
ックス及びセマンティクスのために適用される。
－　シンタックス要素ｉｎｉｔｉａｌ＿ｃｐｂ＿ｒｅｍｏｖａｌ＿ｄｅｌａｙ＿ｌｅｎｇ
ｔｈ＿ｍｉｎｕｓ１、並びに変数ＮａｌＨｒｄＢｐＰｒｅｓｅｎｔＦｌａｇ及びＶｃｌＨ
ｒｄＢｐＰｒｅｓｅｎｔＦｌａｇは、ビットストリームパーティションネスティングＳＥ
Ｉメッセージがそれに適用される動作点のうちの少なくとも１つに適用可能であるｈｒｄ
＿ｐａｒａｍｅｔｅｒｓ（）シンタックス構造中で見つけられるシンタックス要素中で見
つけられるか又はそのシンタックス要素から導出される。
【００９３】
　[0078]［削除：
　　両端値を含む、０～ＳｃｈｅｄＣｏｍｂＣｎｔ［ｓｅｉ＿ｏｌｓ＿ｉｄｘ］［ｓｅｉ
＿ｐａｒｔｉｔｉｏｎｉｎｇ＿ｓｃｈｅｍｅ＿ｉｄｘ］の範囲内のｉのためのｈｒｄＰａ
ｒａｍＩｄｘ［ｉ］を、ｂｓｐ＿ｃｏｍｂ＿ｈｒｄ＿ｉｄｘ［ｏｌｓＩｄｘ］［ｐａｒｔ
ｉｔｉｏｎｉｎｇＳｃｈｅｍｅＩｄｘ］［ｉ］［ｂｓｐＩｄｘ］の値に等しいものとし、
ここで、ｏｌｓＩｄｘ、ｐａｒｔｉｔｉｏｎｉｎｇＳｃｈｅｍｅＩｄｘ及びｂｓｐＩｄｘ
は、このビットストリームパーティション初期到着時間ＳＥＩメッセージを含んでいるビ
ットストリームパーティションネスティングＳＥＩメッセージの、それぞれ、ｓｅｉ＿ｏ
ｌｓ＿ｉｄｘ、ｓｅｉ＿ｐａｒｔｉｔｉｏｎｉｎｇ＿ｓｃｈｅｍｅ＿ｉｄｘ及びｂｓｐ＿
ｉｄｘに等しい。ｉｎｉｔｉａｌＣｐｂＲｅｍｏｖａｌＤｅｌａｙＬｅｎｇｔｈ［ｉ］を
ｉｎｉｔｉａｌ＿ｃｐｂ＿ｒｅｍｏｖａｌ＿ｄｅｌａｙ＿ｌｅｎｇｔｈ＿ｍｉｎｕｓ１＋
１に等しいものとし、ここで、ｉｎｉｔｉａｌ＿ｃｐｂ＿ｒｅｍｏｖａｌ＿ｄｅｌａｙ＿
ｌｅｎｇｔｈ＿ｍｉｎｕｓ１は、アクティブＶＰＳ中のｈｒｄＰａｒａｍＩｄｘ［ｉ］番
目のｈｒｄ＿ｐａｒａｍｅｔｅｒｓ（）シンタックス構造中で見つけられる。］
　[0079]ｎａｌ＿ｉｎｉｔｉａｌ＿ａｒｒｉｖａｌ＿ｄｅｌａｙ［ｉ］は、ＮＡＬ　ＨＲ
Ｄパラメータが使用中であるとき、このＳＥＩメッセージがそれに適用されるビットスト
リームパーティションのｉ番目の配信スケジュール［削除：“組合せ”］のための初期到
着時間を指定する。ｎａｌ＿ｉｎｉｔｉａｌ＿ａｒｒｉｖａｌ＿ｄｅｌａｙ［ｉ］シンタ
ックス要素のビット単位の長さは、ｉｎｉｔｉａｌ＿ｃｐｂ＿ｒｅｍｏｖａｌ＿ｄｅｌａ
ｙ＿ｌｅｎｇｔｈ＿ｍｉｎｕｓ１＋１［削除：“ｉｎｉｔｉａｌＣｐｂＲｅｍｏｖａｌＤ
ｅｌａｙＬｅｎｇｔｈ［ｉ］”］に等しい。
【００９４】
　[0080]ｖｃｌ＿ｉｎｉｔｉａｌ＿ａｒｒｉｖａｌ＿ｄｅｌａｙ［ｉ］は、ＶＣＬ　ＨＲ
Ｄパラメータが使用中であるとき、このＳＥＩメッセージがそれに適用されるビットスト
リームパーティションのｉ番目の配信スケジュール［削除：“組合せ”］のための初期到
着時間を指定する。ｖｃｌ＿ｉｎｉｔｉａｌ＿ａｒｒｉｖａｌ＿ｄｅｌａｙ［ｉ］シンタ
ックス要素のビット単位の長さは、ｉｎｉｔｉａｌ＿ｃｐｂ＿ｒｅｍｏｖａｌ＿ｄｅｌａ
ｙ＿ｌｅｎｇｔｈ＿ｍｉｎｕｓ１＋１［削除：“ｉｎｉｔｉａｌＣｐｂＲｅｍｏｖａｌＤ
ｅｌａｙＬｅｎｇｔｈ［ｉ］”］に等しい。
【００９５】
　[0081]これらの技法の追加の例について、例えば、表３及び表４に関して以下で説明す
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る。表３は表１の例に対する代替を表し、表４は表４の例に対する代替を表す。同じく、
差分がＪＣＴＶＣ－Ｒ００１０ｖ２のバリアント２アタッチメントに対して示され、ここ
で、イタリック体のテキストは追加を表し、［削除：“”］は削除を表す。
【００９６】
【表３】

【００９７】
　[0082]表３のシンタックス要素のための例示的なセマンティクスについて以下で説明す
る。場合によっては以下で説明しない変更なしシンタックス要素は、ＪＣＴＶＣ－Ｒ００
１０ｖ２のバリアント２アタッチメントに記載されているセマンティクスを保持し得る。
同じく、イタリック体のテキストは追加を表し、［削除：“”］は削除を表す。
【００９８】
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　[0083]ｖｐｓ＿ｎｕｍ＿ａｄｄ＿ｈｒｄ＿ｐａｒａｍｓ［削除：“ｐａｒａｍｅｔｅｒ
ｓ”］は、ＶＰＳ中に存在する追加のｈｒｄ＿ｐａｒａｍｅｔｅｒｓ（）シンタックス構
造の数を指定する。ｖｐｓ＿ｎｕｍ＿ａｄｄ＿ｈｒｄ＿ｐａｒａｍｓ［削除：“ｐａｒａ
ｍｅｔｅｒｓ”］の値は、両端値を含む、０～１０２４－ｖｐｓ＿ｎｕｍ＿ｈｒｄ＿ｐａ
ｒａｍｅｔｅｒｓの範囲内にあるものとする。
【００９９】
　[0084]１に等しいｃｐｒｍｓ＿ａｄｄ＿ｐｒｅｓｅｎｔ＿ｆｌａｇ［ｉ］は、全てのサ
ブレイヤについて共通であるＨＲＤパラメータが、ｉ番目のｈｒｄ＿ｐａｒａｍｅｔｅｒ
ｓ（）シンタックス構造中に存在することを指定する。０に等しいｃｐｒｍｓ＿ａｄｄ＿
ｐｒｅｓｅｎｔ＿ｆｌａｇ［ｉ］は、全てのサブレイヤについて共通であるＨＲＤパラメ
ータが、ｉ番目のｈｒｄ＿ｐａｒａｍｅｔｅｒｓ（）シンタックス構造中に存在せず、（
ｉ－１）番目のｈｒｄ＿ｐａｒａｍｅｔｅｒｓ（）シンタックス構造と同じであると導出
されることを指定する。
【０１００】
　[0085]ｎｕｍ＿ｓｕｂ＿ｌａｙｅｒ＿ｈｒｄ＿ｍｉｎｕｓ１［ｉ］＋１は、ｉ番目のｈ
ｒｄ＿ｐａｒａｍｅｔｅｒｓ（）シンタックス構造中のｆｉｘｅｄ＿ｐｉｃ＿ｒａｔｅ＿
ｇｅｎｅｒａｌ＿ｆｌａｇ［］シンタックス要素の数を指定する。ｎｕｍ＿ｓｕｂ＿ｌａ
ｙｅｒ＿ｈｒｄ＿ｍｉｎｕｓ１［ｉ］の値は、両端値を含む、０～ｖｐｓ＿ｍａｘ＿ｓｕ
ｂ＿ｌａｙｅｒｓ＿ｍｉｎｕｓ１の範囲内にあるものとする。
【０１０１】
　[0086]１に等しいｂｓｐ＿ｈｒｄ＿ｐａｒａｍｓ［削除：“ｐａｒａｍｅｔｅｒｓ”］
＿ｐｒｅｓｅｎｔ＿ｆｌａｇ［ｈ］［ｉ］は、ＨＲＤパラメータが、ｈ番目のＯＬＳのｉ
番目の区分方式の全てのビットストリームパーティティションについて存在することを指
定する。０に等しいｂｓｐ＿ｈｒｄ＿ｐａｒａｍｓ［削除：“ｐａｒａｍｅｔｅｒｓ”］
＿ｐｒｅｓｅｎｔ＿ｆｌａｇ［ｈ］［ｉ］は、ＨＲＤパラメータが、ｈ番目のＯＬＳのｉ
番目の区分方式のいかなるビットストリームパーティティションについても存在しないこ
とを指定する。
【０１０２】
　[0087]［削除：“ｎｕｍ＿ｂｓｐ＿ｓｃｈｅｄ＿ｃｏｍｂｉｎａｔｉｏｎｓ＿ｍｉｎｕ
ｓ１［ｈ］［ｉ］＋１は、ｈ番目のＯＬＳのｉ番目の区分方式のビットストリームパーテ
ィションのために指定された配信スケジュールとｈｒｄ＿ｐａｒａｍｅｔｅｒｓ（）との
組合せの数を指定する。［Ｅｄ．（ＭＨ）：このシンタックス要素のための許容値範囲を
追加する。］”］
　[0088]［削除：“変数ＳｃｈｅｄＣｏｍｂＣｎｔ［ｈ］［ｉ］は、ｎｕｍ＿ｂｓｐ＿ｓ
ｃｈｅｄ＿ｃｏｍｂｉｎａｔｉｏｎｓ＿ｍｉｎｕｓ１［ｈ］［ｉ］＋１に等しく設定され
る。”］
　[0089]ｂｓｐ［削除：“＿ｃｏｍｂ”］＿ｈｒｄ＿ｉｄｘ［ｈ］［ｉ］［削除：“［ｊ
］”］［ｋ］は、ｈ番目のＯＬＳ［削除：“”］のためのｉ番目の区分方式のｋ番目のビ
ットストリームパーティション［削除：“のために指定された配信スケジュールとｈｒｄ
＿ｐａｒａｍｅｔｅｒｓ（）とのｊ番目の組合せ”］のためのＶＰＳ中のｈｒｄ＿ｐａｒ
ａｍｅｔｅｒｓ（）シンタックス構造のインデックスを指定する。ｂｓｐ［削除：“＿ｃ
ｏｍｂ”］＿ｈｒｄ＿ｉｄｘ［ｈ］［ｉ］［削除：“［ｊ］”］［ｋ］シンタックス要素
の長さは、Ｃｅｉｌ（Ｌｏｇ２（ｖｐｓ＿ｎｕｍ＿ｈｒｄ＿ｐａｒａｍｅｔｅｒｓ＋ｖｐ
ｓ＿ｎｕｍ＿ａｄｄ＿ｈｒｄ＿ｐａｒａｍｓ［削除：“ｐａｒａｍｅｔｅｒｓ”］））ビ
ットである。ｂｓｐ［削除：“＿ｃｏｍｂ”］＿ｈｒｄ＿ｉｄｘ［ｈ］［ｉ］［削除：“
［ｊ］”］［ｋ］の値は、両端値を含む、０～ｖｐｓ＿ｎｕｍ＿ｈｒｄ＿ｐａｒａｍｅｔ
ｅｒｓ＋ｖｐｓ＿ｎｕｍ＿ａｄｄ＿ｈｒｄ＿ｐａｒａｍｓ［削除：“ｐａｒａｍｅｔｅｒ
ｓ”］－１の範囲内にあるものとする。
【０１０３】
　[0090]［削除：“ｂｓｐ＿ｃｏｍｂ＿ｓｃｈｅｄ＿ｉｄｘ［ｈ］［ｉ］［ｊ］［ｋ］は
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のために指定された配信スケジュールとｈｒｄ＿ｐａｒａｍｅｔｅｒｓ（）とのｊ番目の
組合せにおいて使用される、インデックスｂｓｐ＿ｃｏｍｂ＿ｈｒｄ＿ｉｄｘ［ｈ］［ｉ
］［ｊ］［ｋ］をもつｈｒｄ＿ｐａｒａｍｅｔｅｒｓ（）シンタックス構造内の配信スケ
ジュールのインデックスを指定する。ｂｓｐ＿ｃｏｍｂ＿ｓｃｈｅｄ＿ｉｄｘ［ｈ］［ｉ
］［ｊ］［ｋ］の値は、両端値を含む、０～ｃｐｂ＿ｃｎｔ＿ｍｉｎｕｓ１［Ｈｉｇｈｅ
ｓｔＴｉｄ］の範囲内にあるものとし、ここで、ｃｐｂ＿ｃｎｔ＿ｍｉｎｕｓ１［Ｈｉｇ
ｈｅｓｔＴｉｄ］は、インデックスｂｓｐ＿ｃｏｍｂ＿ｈｒｄ＿ｉｄｘ［ｈ］［ｉ］［ｊ
］［ｋ］に対応するｈｒｄ＿ｐａｒａｍｅｔｅｒｓ（）シンタックス構造からのｓｕｂ＿
ｌａｙｅｒ＿ｈｒｄ＿ｐａｒａｍｅｔｅｒｓ（ＨｉｇｈｅｓｔＴｉｄ）シンタックス構造
中で見つけられる。［Ｅｄ．（ＹＫ）：「ｓｕｂ＿ｌａｙｅｒ＿ｈｒｄ＿ｐａｒａｍｅｔ
ｅｒｓ（ＨｉｇｈｅｓｔＴｉｄ）」と「ｓｕｂ＿ｌａｙｅｒ＿ｈｒｄ＿ｐａｒａｍｅｔｅ
ｒｓ（）」の両方の形態が、シンタックス構造の参照のためにドキュメント中で使用され
る。それらのうちのただ１つを一貫して使用することがより有効になるかどうかを検査す
る。］”］
　[0091]ＨＥＶＣは、ｆｉｘｅｄ＿ｐｉｃ＿ｒａｔｅ＿ｇｅｎｅｒａｌ＿ｆｌａｇ［ｉ］
のための以下のセマンティクスを指定する。１に等しいｆｉｘｅｄ＿ｐｉｃ＿ｒａｔｅ＿
ｇｅｎｅｒａｌ＿ｆｌａｇ［ｉ］は、ＨｉｇｈｅｓｔＴｉｄがｉに等しいとき、出力順序
における連続するピクチャのＨＲＤ出力時間間の時間距離が、以下で指定されているよう
に制約されることを示す。０に等しいｆｉｘｅｄ＿ｐｉｃ＿ｒａｔｅ＿ｇｅｎｅｒａｌ＿
ｆｌａｇ［ｉ］は、この制約が適用されないことがあることを示す。
【０１０４】
　[0092]表３の例では、ｎｕｍ＿ｓｕｂ＿ｌａｙｅｒ＿ｈｒｄ＿ｍｉｎｕｓ１［ｉ］は、
仮想参照デコーダ（ＨＲＤ）パラメータがそれのためにコード化されるビットストリーム
のサブレイヤの数を示すシンタックス要素の一例を表す。ＨＲＤパラメータがそれのため
にコード化されるサブレイヤの数は、ビットストリームのビデオパラメータセット（ＶＰ
Ｓ）によって示されるサブレイヤの最大数よりも小さいか又はそれに等しいことがある。
従って、ビデオコーダは、シンタックス要素のための値によって示されるサブレイヤの数
のためにＨＲＤパラメータをコード化し、次いで、ＨＲＤパラメータを使用してビットス
トリームを処理し得る。例えば、ビデオエンコーダ２０及びビデオデコーダ３０は、ＨＲ
Ｄパラメータに従って復号ピクチャバッファからピクチャを削除し得る。その上、宛先機
器１４は、表示装置３２を使用して、復号ピクチャバッファから削除されるピクチャを表
示し得る。
【０１０５】
　[0093]表３はまた、ビデオコーダが、マルチレイヤビットストリーム中に含まれる各サ
ブレイヤのためにＨＲＤパラメータのセットをそれによってコード化し得る別の例示的な
技法を表す。表１に示されている技法とは対照的に、表３の例は、ビットストリームパー
ティション中に含まれるサブレイヤのセットのためのｈｒｄ＿ｐａｒａｍｅｔｅｒｓ（）
シンタックス構造のリストへのインデックスを単に信号伝達することを含む。
【０１０６】
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【表４】

【０１０７】
　[0094]表４のシンタックス要素のための例示的なセマンティクスについて以下で説明す
る。場合によっては以下で説明しない変更なしシンタックス要素は、ＪＣＴＶＣ－Ｒ００
１０ｖ２のバリアント２アタッチメントに記載されているセマンティクスを保持し得る。
同じく、イタリック体のテキストは追加を表し、［削除：“”］は削除を表す。
【０１０８】
　[0095]ビットストリームパーティション初期到着時間ＳＥＩメッセージは、ビットスト
リームパーティション固有ＣＰＢ動作において使用されるべき初期到着時間を指定する。
【０１０９】
　[0096]存在するとき、このＳＥＩメッセージは、スケーラブルネスティングＳＥＩメッ
セージ中に含まれているビットストリームパーティションネスティングＳＥＩメッセージ
内に含まれているものとし、同じビットストリームパーティションネスティングＳＥＩメ
ッセージは、バッファリング期間ＳＥＩメッセージをも含んでいるものとする。
【０１１０】
　[0097]以下が、ビットストリームパーティションネスティングＳＥＩメッセージシンタ
ックス及びセマンティクスのために適用される。
－　シンタックス要素ｉｎｉｔｉａｌ＿ｃｐｂ＿ｒｅｍｏｖａｌ＿ｄｅｌａｙ＿ｌｅｎｇ
ｔｈ＿ｍｉｎｕｓ１及び変数ＮａｌＨｒｄＢｐＰｒｅｓｅｎｔＦｌａｇ及びＶｃｌＨｒｄ
ＢｐＰｒｅｓｅｎｔＦｌａｇは、ビットストリームパーティションネスティングＳＥＩメ
ッセージがそれに適用される動作点のうちの少なくとも１つに適用可能であるｈｒｄ＿ｐ
ａｒａｍｅｔｅｒｓ（）シンタックス構造中で見つけられるシンタックス要素中で見つけ
られるか又はそのシンタックス要素から導出される。
【０１１１】
　[0098]［削除：
　　両端値を含む、０～ＳｃｈｅｄＣｏｍｂＣｎｔ［ｓｅｉ＿ｏｌｓ＿ｉｄｘ］［ｓｅｉ
＿ｐａｒｔｉｔｉｏｎｉｎｇ＿ｓｃｈｅｍｅ＿ｉｄｘ］の範囲内のｉのためのｈｒｄＰａ
ｒａｍＩｄｘ［ｉ］を、ｂｓｐ＿ｃｏｍｂ＿ｈｒｄ＿ｉｄｘ［ｏｌｓＩｄｘ］［ｐａｒｔ
ｉｔｉｏｎｉｎｇＳｃｈｅｍｅＩｄｘ］［ｉ］［ｂｓｐＩｄｘ］の値に等しいものとし、
ここで、ｏｌｓＩｄｘ、ｐａｒｔｉｔｉｏｎｉｎｇＳｃｈｅｍｅＩｄｘ及びｂｓｐＩｄｘ
は、このビットストリームパーティション初期到着時間ＳＥＩメッセージを含んでいるビ
ットストリームパーティションネスティングＳＥＩメッセージの、それぞれ、ｓｅｉ＿ｏ
ｌｓ＿ｉｄｘ、ｓｅｉ＿ｐａｒｔｉｔｉｏｎｉｎｇ＿ｓｃｈｅｍｅ＿ｉｄｘ及びｂｓｐ＿
ｉｄｘに等しい。ｉｎｉｔｉａｌＣｐｂＲｅｍｏｖａｌＤｅｌａｙＬｅｎｇｔｈ［ｉ］を
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ｉｎｉｔｉａｌ＿ｃｐｂ＿ｒｅｍｏｖａｌ＿ｄｅｌａｙ＿ｌｅｎｇｔｈ＿ｍｉｎｕｓ１＋
１に等しいものとし、ここで、ｉｎｉｔｉａｌ＿ｃｐｂ＿ｒｅｍｏｖａｌ＿ｄｅｌａｙ＿
ｌｅｎｇｔｈ＿ｍｉｎｕｓ１は、アクティブＶＰＳ中のｈｒｄＰａｒａｍＩｄｘ［ｉ］番
目のｈｒｄ＿ｐａｒａｍｅｔｅｒｓ（）シンタックス構造中で見つけられる。］
　[0099]ｎａｌ＿ｉｎｉｔｉａｌ＿ａｒｒｉｖａｌ＿ｄｅｌａｙ［ｉ］は、ＮＡＬ　ＨＲ
Ｄパラメータが使用中であるとき、このＳＥＩメッセージがそれに適用されるビットスト
リームパーティションのｉ番目の配信スケジュール［削除：“組合せ”］のための初期到
着時間を指定する。ｎａｌ＿ｉｎｉｔｉａｌ＿ａｒｒｉｖａｌ＿ｄｅｌａｙ［ｉ］シンタ
ックス要素のビット単位の長さは、ｉｎｉｔｉａｌ＿ｃｐｂ＿ｒｅｍｏｖａｌ＿ｄｅｌａ
ｙ＿ｌｅｎｇｔｈ＿ｍｉｎｕｓ１＋１［削除：“ｉｎｉｔｉａｌＣｐｂＲｅｍｏｖａｌＤ
ｅｌａｙＬｅｎｇｔｈ［ｉ］”］に等しい。
【０１１２】
　[0100]ｖｃｌ＿ｉｎｉｔｉａｌ＿ａｒｒｉｖａｌ＿ｄｅｌａｙ［ｉ］は、ＶＣＬ　ＨＲ
Ｄパラメータが使用中であるとき、このＳＥＩメッセージがそれに適用されるビットスト
リームパーティションのｉ番目の配信スケジュール［削除：“組合せ”］のための初期到
着時間を指定する。ｖｃｌ＿ｉｎｉｔｉａｌ＿ａｒｒｉｖａｌ＿ｄｅｌａｙ［ｉ］シンタ
ックス要素のビット単位の長さは、ｉｎｉｔｉａｌ＿ｃｐｂ＿ｒｅｍｏｖａｌ＿ｄｅｌａ
ｙ＿ｌｅｎｇｔｈ＿ｍｉｎｕｓ１＋１［削除：“ｉｎｉｔｉａｌＣｐｂＲｅｍｏｖａｌＤ
ｅｌａｙＬｅｎｇｔｈ［ｉ］”］に等しい。
【０１１３】
　[0101]ビデオエンコーダ２０は、更に、ブロックベースのシンタックスデータ、フレー
ムベースのシンタックスデータ及びＧＯＰベースのシンタックスデータなどのシンタック
スデータを、例えば、フレームヘッダ、ブロックヘッダ、スライスヘッダ又はＧＯＰヘッ
ダ中でビデオデコーダ３０に送り得る。ＧＯＰシンタックスデータは、それぞれのＧＯＰ
中のフレームの数を記述し得、フレームシンタックスデータは、対応するフレームを符号
化するために使用される符号化／予測モードを示し得る。
【０１１４】
　[0102]ビデオエンコーダ２０及びビデオデコーダ３０はそれぞれ、適用可能なとき、１
つ又は複数のマイクロプロセッサ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、特定用途向け集
積回路（ＡＳＩＣ）、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）、ディスクリ
ート論理回路、ソフトウェア、ハードウェア、ファームウェアなど、様々な好適なエンコ
ーダ又はデコーダ回路のいずれか又はそれらの任意の組合せとして実装され得る。ビデオ
エンコーダ２０及びビデオデコーダ３０の各々は１つ又は複数のエンコーダ又はデコーダ
中に含まれ得、そのいずれも複合ビデオエンコーダ／デコーダ（コーデック）の一部とし
て統合され得る。ビデオエンコーダ２０及び／又はビデオデコーダ３０を含む機器は、集
積回路、マイクロプロセッサ及び／又はセルラー電話などのワイヤレス通信機器を備え得
る。
【０１１５】
　[0103]図２は、仮想参照デコーダ（ＨＲＤ）パラメータ信号伝達を改善するための技法
を実装し得るビデオエンコーダ２０の一例を示すブロック図である。ビデオエンコーダ２
０は、ビデオスライス内のビデオブロックのイントラコード化及びインターコード化を実
行し得る。イントラコード化は、所与のビデオフレーム又はピクチャ内のビデオの空間的
冗長性を低減又は除去するために空間的予測に依拠する。インターコード化は、ビデオシ
ーケンスの隣接フレーム又はピクチャ内のビデオの時間的冗長性を低減又は除去するため
に時間的予測に依拠する。イントラモード（Ｉモード）は、幾つかの空間ベースのコード
化モードのいずれかを指すことがある。単方向予測（Ｐモード）又は双予測（Ｂモード）
などのインターモードは、幾つかの時間ベースのコード化モードのいずれかを指すことが
ある。
【０１１６】
　[0104]図２に示されているように、ビデオエンコーダ２０は、符号化されるべきビデオ
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フレーム内の現在ビデオブロックを受信する。図２の例では、ビデオエンコーダ２０は、
モード選択ユニット４０と、（復号ピクチャバッファ（ＤＰＢ）と呼ばれることもある）
参照ピクチャメモリ６４と、加算器５０と、変換処理ユニット５２と、量子化ユニット５
４と、エントロピーコード単位５６とを含む。モード選択ユニット４０は、動き補償ユニ
ット４４と、動き推定ユニット４２と、イントラ予測ユニット４６と、パーティションユ
ニット４８とを含む。ビデオブロック再構成のために、ビデオエンコーダ２０はまた、逆
量子化ユニット５８と、逆変換単位６０と、加算器６２とを含む。再構成されたビデオか
らブロック歪み（blockiness artifacts）を除去するためにブロック境界をフィルタ処理
するための（図２に示されていない）デブロッキングフィルタも含まれ得る。所望される
場合、デブロッキングフィルタは、一般に、加算器６２の出力をフィルタ処理することに
なる。（ループ中又はループ後の）追加のフィルタもデブロッキングフィルタに加えて使
用され得る。そのようなフィルタは、簡潔のために示されていないが、所望される場合、
（ループ内フィルタとして）加算器５０の出力をフィルタ処理し得る。
【０１１７】
　[0105]符号化プロセス中に、ビデオエンコーダ２０はコード化されるべきビデオフレー
ム又はスライスを受信する。フレーム又はスライスは、複数のビデオブロックに分割され
得る。動き推定ユニット４２及び動き補償ユニット４４は、時間的予測を行うために、１
つ又は複数の参照フレーム中の１つ又は複数のブロックに対する受信されたビデオブロッ
クのインター予測符号化を実行する。イントラ予測ユニット４６は、代替的に、空間的予
測を行うために、コード化されるべきブロックと同じフレーム又はスライス中の１つ以上
の近隣ブロックに対する受信されたビデオブロックのイントラ予測符号化を実行し得る。
ビデオエンコーダ２０は、例えば、ビデオデータのブロックごとに適切なコード化モード
を選択するために、複数のコード化パスを実行し得る。
【０１１８】
　[0106]その上、パーティションユニット４８は、前のコード化パスにおける前の区分方
式の評価に基づいて、ビデオデータのブロックをサブブロックに区分し得る。例えば、パ
ーティションユニット４８は、初めにフレーム又はスライスをＬＣＵに区分し、レート歪
み分析（例えば、レート歪み最適化）に基づいてＬＣＵの各々をサブＣＵに区分し得る。
モード選択ユニット４０は、更に、サブＣＵへのＬＣＵの区分を示す４分木データ構造を
生成し得る。４分木のリーフノードＣＵは、１つ又は複数のＰＵと１つ又は複数のＴＵと
を含み得る。
【０１１９】
　[0107]モード選択ユニット４０は、例えば、誤差結果に基づいて予測モード、即ち、イ
ントラ又はインターのうちの１つを選択し得、残差データを生成するために、得られた予
測されたブロックを加算器５０に与え、参照フレームとして使用するための符号化ブロッ
クを再構成するために、得られた予測されたブロックを加算器６２に与える。モード選択
ユニット４０はまた、動きベクトル、イントラモードインジケータ、パーティション情報
及び他のそのようなシンタックス情報など、シンタックス要素をエントロピー符号化ユニ
ット５６に与える。
【０１２０】
　[0108]動き推定ユニット４２及び動き補償ユニット４４は、高度に統合され得るが、概
念的な目的のために別々に示されている。動き推定ユニット４２によって実行される動き
推定は、ビデオブロックの動きを推定する動きベクトルを生成するプロセスである。動き
ベクトルは、例えば、現在フレーム（又は他のコード単位）内でコード化されている現在
ブロックに対する参照フレーム（又は他のコード単位）内の予測ブロックに対する現在ビ
デオフレーム又はピクチャ内のビデオブロックのＰＵの変位を示し得る。予測ブロックは
、絶対差分和（ＳＡＤ：sum of absolute difference）、２乗差分和（ＳＳＤ：sum of s
quare difference）又は他の差分メトリックによって決定され得る画素差分に関して、コ
ード化されるべきブロックにぴったり一致することがわかるブロックである。幾つかの例
では、ビデオエンコーダ２０は、参照ピクチャメモリ６４に記憶された参照ピクチャのサ
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ブ整数画素位置の値を計算し得る。例えば、ビデオエンコーダ２０は、参照ピクチャの１
／４画素位置、１／８画素位置又は他の分数画素位置の値を補間し得る。従って、動き推
定ユニット４２は、フル画素位置と分数画素位置とに対する動き探索を実行し、分数画素
精度で動きベクトルを出力し得る。
【０１２１】
　[0109]動き推定ユニット４２は、ＰＵの位置を参照ピクチャの予測ブロックの位置と比
較することによって、インターコード化スライス中のビデオブロックのＰＵのための動き
ベクトルを計算する。参照ピクチャは、第１の参照ピクチャリスト（リスト０）又は第２
の参照ピクチャリスト（リスト１）から選択され得、それらの各々が、参照ピクチャメモ
リ６４に記憶された１つ又は複数の参照ピクチャを識別する。動き推定ユニット４２は、
計算された動きベクトルをエントロピー符号化ユニット５６と動き補償ユニット４４とに
送る。
【０１２２】
　[0110]動き補償ユニット４４によって実行される動き補償は、動き推定ユニット４２に
よって決定された動きベクトルに基づいて予測ブロックをフェッチ又は生成することを伴
い得る。同じく、動き推定ユニット４２及び動き補償ユニット４４は、幾つかの例では、
機能的に統合され得る。現在ビデオブロックのＰＵのための動きベクトルを受信すると、
動き補償ユニット４４は、動きベクトルが参照ピクチャリストのうちの１つにおいてそれ
を指す予測ブロックの位置を特定し得る。加算器５０は、以下で説明するように、コード
化されている現在ビデオブロックの画素値から予測ブロックの画素値を減算し、画素差分
値を形成することによって、残差ビデオブロックを形成する。概して、動き推定ユニット
４２はルーマ成分に対して動き推定を実行し、動き補償ユニット４４は、クロマ成分とル
ーマ成分の両方のためにルーマ成分に基づいて計算された動きベクトルを使用する。モー
ド選択ユニット４０はまた、ビデオスライスのビデオブロックを復号する際にビデオデコ
ーダ３０が使用するためのビデオブロックとビデオスライスとに関連するシンタックス要
素を生成し得る。
【０１２３】
　[0111]イントラ予測ユニット４６は、上記で説明したように、動き推定ユニット４２と
動き補償ユニット４４とによって実行されるインター予測の代替として、現在ブロックを
イントラ予測し得る。特に、イントラ予測ユニット４６は、現在ブロックを符号化するた
めに使用すべきイントラ予測モードを決定し得る。幾つかの例では、イントラ予測ユニッ
ト４６は、例えば、別個の符号化パス中に、様々なイントラ予測モードを使用して現在ブ
ロックを符号化し得、イントラ予測ユニット４６（又は、幾つかの例では、モード選択ユ
ニット４０）は、テストされたモードから使用するのに適切なイントラ予測モードを選択
し得る。
【０１２４】
　[0112]例えば、イントラ予測ユニット４６は、様々なテストされたイントラ予測モード
のためのレート歪み分析を使用してレート歪み値を計算し、テストされたモードの中で最
良のレート歪み特性を有するイントラ予測モードを選択し得る。レート歪み分析は、概し
て、符号化ブロックと、符号化ブロックを生成するために符号化された元の符号化されて
いないブロックとの間の歪み（又は誤差）の量、並びに符号化ブロックを生成するために
使用されるビットレート（即ち、ビット数）を決定する。イントラ予測ユニット４６は、
どのイントラ予測モードがブロックについて最良のレート歪み値を呈するかを決定するた
めに、様々な符号化ブロックの歪み及びレートから比率を計算し得る。
【０１２５】
　[0113]ブロックのためのイントラ予測モードを選択した後に、イントラ予測ユニット４
６は、ブロックのための選択されたイントラ予測モードを示す情報をエントロピー符号化
ユニット５６に与え得る。エントロピー符号化ユニット５６は、選択されたイントラ予測
モードを示す情報を符号化し得る。ビデオエンコーダ２０は、複数のイントラ予測モード
インデックステーブル及び複数の変更されたイントラ予測モードインデックステーブル（
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コードワードマッピングテーブルとも呼ばれる）と、様々なブロックの符号化コンテキス
トの定義と、コンテキストの各々について使用すべき、最確イントラ予測モード、イント
ラ予測モードインデックステーブル及び変更されたイントラ予測モードインデックステー
ブルの指示とを含み得る構成データを送信ビットストリーム中に含め得る。
【０１２６】
　[0114]ビデオエンコーダ２０は、コード化されている元のビデオブロックから、モード
選択ユニット４０からの予測データを減算することによって残差ビデオブロックを形成す
る。加算器５０は、この減算演算を実行する１つ又は複数の構成要素を表す。変換処理ユ
ニット５２は、離散コサイン変換（ＤＣＴ）又は概念的に同様の変換などの変換を残差ブ
ロックに適用し、変換係数値を備えるビデオブロックを生成する。ウェーブレット変換、
整数変換、サブバンド変換、離散サイン変換（ＤＳＴ）又は他のタイプの変換が、ＤＣＴ
の代わりに使用され得る。いずれの場合も、変換処理ユニット５２は、変換を残差ブロッ
クに適用し、変換係数のブロックを生成する。変換は、残差情報を画素領域から周波数領
域などの変換領域に変換し得る。変換処理ユニット５２は、得られた変換係数を量子化ユ
ニット５４に送り得る。量子化ユニット５４は、ビットレートを更に低減するために変換
係数を量子化する。量子化プロセスは、係数の一部又は全部に関連するビット深度を低減
し得る。量子化の程度は、量子化パラメータを調整することによって変更され得る。
【０１２７】
　[0115]量子化の後に、エントロピー符号化ユニット５６は量子化変換係数を走査及びエ
ントロピー符号化する。例えば、エントロピー符号化ユニット５６は、コンテキスト適応
型可変長コード化（ＣＡＶＬＣ）、コンテキスト適応型バイナリ算術コード化（ＣＡＢＡ
Ｃ）、シンタックスベースコンテキスト適応型バイナリ算術コード化（ＳＢＡＣ）、確率
間隔区分エントロピー（ＰＩＰＥ）コード化又は別のエントロピーコード化技法を実行し
得る。コンテキストベースエントロピーコード化の場合、コンテキストは隣接ブロックに
基づき得る。エントロピー符号化ユニット５６によるエントロピーコード化の後に、符号
化ビットストリームは、別の機器（例えば、ビデオデコーダ３０）に送信されるか、又は
後で送信するか又は取り出すためにアーカイブされ得る。
【０１２８】
　[0116]逆量子化ユニット５８及び逆変換単位６０は、画素領域において残差ブロックを
再構成するために、それぞれ逆量子化及び逆変換を適用する。特に、加算器６２は、参照
ピクチャメモリ６４に記憶するための再構成されたビデオブロックを生成するために、動
き補償ユニット４４又はイントラ予測ユニット４６によって前に生成された動き補償予測
ブロックに、再構成された残差ブロックを加算する。再構成されたビデオブロックは、後
続のビデオフレーム中のブロックをインターコード化するために動き推定ユニット４２及
び動き補償ユニット４４によって参照ブロックとして使用され得る。
【０１２９】
　[0117]ビデオエンコーダ２０は、概して、コード化ビデオシーケンス中の各ピクチャの
各ブロックを符号化するために、上記で説明したプロセスを使用する。更に、幾つかの例
では、ビデオエンコーダ２０は、ピクチャの各々をそれに割り当てるべき時間レイヤを決
定し得る。更に、ビデオエンコーダ２０は、他のレイヤ、例えば、他のビュー、スケーラ
ブルビデオコード化レイヤなどのピクチャを符号化するように構成され得る。いずれの場
合も、ビデオエンコーダ２０は、（例えば、様々なビデオ次元の）１つ又は複数のレイヤ
について、各ピクチャがそれに属するレイヤを示すデータを更に符号化し得る。
【０１３０】
　[0118]本開示の技法によれば、ビデオエンコーダ２０はまた、例えば、ビデオパラメー
タセット（ＶＰＳ）、シーケンスパラメータセット（ＳＰＳ）、ピクチャパラメータセッ
ト（ＰＰＳ）、補足強化情報（ＳＥＩ）メッセージなどを含むパラメータセットなど、他
のデータ構造を符号化し得る。本開示の技法によれば、ビデオエンコーダ２０は、上記の
表１又は表３に関して説明した情報を含むＶＰＳ及び／若しくは上記の表２又は表４に関
して説明した情報を含むＳＥＩメッセージを符号化し得る。
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【０１３１】
　[0119]例えば、ビデオエンコーダ２０は、（例えば、ＶＰＳ中に含まれる）仮想参照デ
コーダ（ＨＲＤ）パラメータがそれのために符号化される、ビットストリームのサブレイ
ヤの数を示すシンタックス要素のための値を符号化し得る。本開示の技法によれば、ビデ
オエンコーダ２０は、ビットストリームのパーティションの各サブレイヤのためにＨＲＤ
パラメータを符号化するが、パーティションのサブレイヤよりも多くのＨＲＤパラメータ
をコード化することを回避し得る。従って、パーティションのためのＨＲＤパラメータデ
ータ構造の数は、ＶＰＳに示されているサブレイヤの最大数よりも小さいことがある。更
に、ビデオエンコーダ２０は、ＨＲＤパラメータを使用してビットストリームのデータを
処理し得る。例えば、ビデオエンコーダ２０は、ＨＲＤパラメータ中で信号伝達されるデ
ータに従って参照ピクチャメモリ６４から復号ピクチャを廃棄し得る。
【０１３２】
　[0120]上記で説明した例に対する追加又は代替であり得る別の例として、ビデオエンコ
ーダ２０は、ＶｃｌＨｒｄＢｐＰｒｅｓｅｎｔＦｌａｇが１に等しい（即ち、真の値を有
する）ときかつそのときに限って、ビデオコード化レイヤＨＲＤパラメータのための初期
到着遅延を表すシンタックス要素を符号化し得る。Ｈ．２６５に従って、ＶｃｌＨｒｄＢ
ｐＰｒｅｓｅｎｔＦｌａｇのための値は、以下のように設定される。
【０１３３】
　　－　以下の条件のうちの１つ又は複数が真である場合、ＶｃｌＨｒｄＢｐＰｒｅｓｅ
ｎｔＦｌａｇの値は１に等しく設定される。
【０１３４】
　　　－　ｖｃｌ＿ｈｒｄ＿ｐａｒａｍｅｔｅｒｓ＿ｐｒｅｓｅｎｔ＿ｆｌａｇが、ビッ
トストリーム中に存在し、１に等しい。
【０１３５】
　　　－　バッファリング期間ＳＥＩメッセージ中のビットストリーム中に存在すべきＶ
ＣＬ　ＨＲＤ動作のためのバッファリング期間の存在の必要が、その適用によって、本明
細書において指定されていない何らかの手段によって決定される。
【０１３６】
　　－　他の場合、ＶｃｌＨｒｄＢｐＰｒｅｓｅｎｔＦｌａｇの値は０に等しく設定され
る。
【０１３７】
　[0121]従って、本開示の技法によれば、ビデオエンコーダ２０は、ビデオコード化レイ
ヤ（ＶＣＬ）ＨＲＤパラメータのうちの少なくとも１つがビットストリーム中でコード化
されるときかつそのときに限って又はＶＣＬ　ＨＲＤ動作のためのバッファリング期間情
報がビットストリーム中で必要とされると決定されたとき、ビデオコード化レイヤＨＲＤ
パラメータのための初期到着遅延を表すシンタックス要素を符号化し得る。
【０１３８】
　[0122]このようにして、図２のビデオエンコーダ２０は、仮想参照デコーダ（ＨＲＤ）
パラメータがそれのためにコード化されるビットストリームのサブレイヤの数を示すシン
タックス要素のための値を符号化することと、ここにおいて、値は、ＨＲＤパラメータが
それのためにコード化されるサブレイヤの数が、ビットストリームのビデオパラメータセ
ット（ＶＰＳ）によって示されるサブレイヤの最大数よりも小さいことを示す、シンタッ
クス要素のための値によって示されるサブレイヤの数のためにＨＲＤパラメータを符号化
することと、ＨＲＤパラメータを使用してビットストリームを処理することとを行うよう
に構成されたビデオエンコーダの一例を表す。
【０１３９】
　[0123]その上、ビデオエンコーダ２０は、ビデオコード化レイヤ（ＶＣＬ）ＨＲＤパラ
メータのうちの少なくとも１つがビットストリーム中でコード化されるとき又はＶＣＬ　
ＨＲＤ動作のためのバッファリング期間情報がビットストリーム中で必要とされると決定
されたときのみ、ビットストリームパーティション初期到着時間補足強化情報（ＳＥＩ）
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メッセージの初期到着遅延シンタックス要素を符号化するように構成されたビデオエンコ
ーダの一例を表す。即ち、ビデオエンコーダ２０は、ＶｃｌＨｒｄＢｐＰｒｅｓｅｎｔＦ
ｌａｇが真の値を有するときのみ、ビットストリームパーティション初期到着時間補足強
化情報（ＳＥＩ）メッセージの初期到着遅延シンタックス要素を符号化するように構成さ
れたビデオエンコーダの一例を表す。
【０１４０】
　[0124]図３は、仮想参照デコーダ（ＨＲＤ）パラメータ信号伝達を改善するための技法
を実装し得るビデオデコーダ３０の一例を示すブロック図である。図３の例では、ビデオ
デコーダ３０は、エントロピー復号ユニット７０と、動き補償ユニット７２と、イントラ
予測ユニット７４と、逆量子化ユニット７６と、逆変換ユニット７８と、参照ピクチャメ
モリ８２と、加算器８０とを含む。ビデオデコーダ３０は、幾つかの例では、ビデオエン
コーダ２０（図２）に関して説明した符号化パスとは概して逆の復号パスを実行し得る。
動き補償ユニット７２は、エントロピー復号ユニット７０から受信された動きベクトルに
基づいて予測データを生成し得、イントラ予測ユニット７４は、エントロピー復号ユニッ
ト７０から受信されたイントラ予測モードインジケータに基づいて予測データを生成し得
る。
【０１４１】
　[0125]復号プロセス中に、ビデオデコーダ３０は、ビデオエンコーダ２０から、符号化
ビデオスライスのビデオブロックと、関連するシンタックス要素とを表す符号化ビデオビ
ットストリームを受信する。ビデオデコーダ３０のエントロピー復号ユニット７０は、量
子化係数、動きベクトル又はイントラ予測モードインジケータ及び他のシンタックス要素
を生成するためにビットストリームをエントロピー復号する。エントロピー復号ユニット
７０は、動きベクトルと他のシンタックス要素とを動き補償ユニット７２に転送する。ビ
デオデコーダ３０は、ビデオスライスレベル及び／又はビデオブロックレベルでシンタッ
クス要素を受信し得る。
【０１４２】
　[0126]ビデオスライスがイントラコード化（Ｉ）スライスとしてコード化されるとき、
イントラ予測ユニット７４は、信号伝達されたイントラ予測モードと、現在フレーム又は
ピクチャの、前に復号されたブロックからのデータとに基づいて、現在ビデオスライスの
ビデオブロックのための予測データを生成し得る。ビデオフレームがインターコード化（
即ち、Ｂ、Ｐ又はＧＰＢ）スライスとしてコード化されるとき、動き補償ユニット７２は
、エントロピー復号ユニット７０から受信された動きベクトルと他のシンタックス要素と
に基づいて、現在ビデオスライスのビデオブロックのための予測ブロックを生成する。予
測ブロックは、参照ピクチャリストのうちの１つ内の参照ピクチャのうちの１つから生成
され得る。ビデオデコーダ３０は、参照ピクチャメモリ８２に記憶された参照ピクチャに
基づいて、デフォルトの構成技法を使用して、参照フレームリスト、即ち、リスト０及び
リスト１を構成し得る。動き補償ユニット７２は、動きベクトルと他のシンタックス要素
とを構文解析する（parsing）ことによって現在ビデオスライスのビデオブロックのため
の予測情報を決定し、復号されている現在ビデオブロックのための予測ブロックを生成す
るために、その予測情報を使用する。例えば、動き補償ユニット７２は、ビデオスライス
のビデオブロックをコード化するために使用される予測モード（例えば、イントラ又はイ
ンター予測）と、インター予測スライスタイプ（例えば、Ｂスライス、Ｐスライス又はＧ
ＰＢスライス）と、スライスのための参照ピクチャリストのうちの１つ又は複数のための
構成情報と、スライスの各インター符号化ビデオブロックのための動きベクトルと、スラ
イスの各インターコード化ビデオブロックのためのインター予測ステータスと、現在ビデ
オスライス中のビデオブロックを復号するための他の情報とを決定するために、受信され
たシンタックス要素の幾つかを使用する。
【０１４３】
　[0127]動き補償ユニット７２はまた、補間フィルタに基づいて補間を実行し得る。動き
補償ユニット７２は、参照ブロックのサブ整数画素の補間値を計算するために、ビデオブ
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ロックの符号化中にビデオエンコーダ２０によって使用された補間フィルタを使用し得る
。この場合、動き補償ユニット７２は、受信されたシンタックス要素からビデオエンコー
ダ２０によって使用された補間フィルタを決定し、予測ブロックを生成するためにそれら
の補間フィルタを使用し得る。
【０１４４】
　[0128]逆量子化ユニット７６は、ビットストリーム中で与えられ、エントロピー復号ユ
ニット７０によって復号された量子化変換係数を逆の量子化（inverse quantize）、即ち
、逆量子化（de-quantize）する。逆量子化プロセスは、量子化の程度を決定し、同様に
、適用されるべき逆量子化の程度を決定するための、ビデオスライス中のビデオブロック
ごとにビデオエンコーダ３０によって計算される量子化パラメータＱＰYの使用を含み得
る。
【０１４５】
　[0129]逆変換ユニット７８は、画素領域において残差ブロックを生成するために、逆変
換、例えば、逆ＤＣＴ、逆整数変換又は概念的に同様の逆変換プロセスを変換係数に適用
する。
【０１４６】
　[0130]動き補償ユニット７２が、動きベクトルと他のシンタックス要素とに基づいて現
在ビデオブロックのための予測ブロックを生成した後、ビデオデコーダ３０は、逆変換ユ
ニット７８からの残差ブロックを動き補償ユニット７２によって生成された対応する予測
ブロックと加算することによって、復号ビデオブロックを形成する。加算器８０は、この
加算演算を実行する１つ又は複数の構成要素を表す。所望される場合、ブロック歪みを除
去するために、復号ブロックをフィルタ処理するためにデブロッキングフィルタも適用さ
れ得る。（コード化ループ中又はコード化ループ後のいずれかの）他のループフィルタも
、画素遷移を平滑化するか又は場合によってはビデオ品質を改善するために使用され得る
。所与のフレーム又はピクチャの復号ビデオブロックは、次いで、その後の動き補償のた
めに使用される参照ピクチャを記憶する参照ピクチャメモリ８２に記憶される。参照ピク
チャメモリ８２はまた、図１の表示装置３２などの表示装置上での後の提示のために、復
号ビデオを記憶する。
【０１４７】
　[0131]ビデオデコーダ３０は、概して、コード化ビデオシーケンス中の各ピクチャの各
ブロックを復号するために、上記で説明したプロセスを使用する。更に、幾つかの例では
、ビデオデコーダ３０は、ピクチャがそれに割り当てられる時間レイヤを示すデータを復
号し得る。更に、ビデオデコーダ３０は、他のレイヤ、例えば、他のビュー、スケーラブ
ルビデオコード化レイヤなどのピクチャを復号するように構成され得る。いずれの場合も
、ビデオデコーダ３０は、（例えば、様々なビデオ次元の）１つ又は複数のレイヤについ
て、各ピクチャがそれに属するレイヤを示すデータを更に復号し得る。
【０１４８】
　[0132]本開示の技法によれば、ビデオデコーダ３０はまた、例えば、ビデオパラメータ
セット（ＶＰＳ）、シーケンスパラメータセット（ＳＰＳ）、ピクチャパラメータセット
（ＰＰＳ）、補足強化情報（ＳＥＩ）メッセージなどを含むパラメータセットなど、他の
データ構造を復号し得る。本開示の技法によれば、ビデオデコーダ３０は、上記の表１又
は表３に関して説明した情報を含むＶＰＳ及び／若しくは上記の表２又は表４に関して説
明した情報を含むＳＥＩメッセージを復号し得る。
【０１４９】
　[0133]例えば、ビデオデコーダ３０は、（例えば、ＶＰＳ中に含まれる）仮想参照デコ
ーダ（ＨＲＤ）パラメータがそれのために復号される、ビットストリームのサブレイヤの
数を示すシンタックス要素のための値を復号し得る。本開示の技法によれば、ビデオデコ
ーダ３０は、ビットストリームのパーティションの各サブレイヤのためにＨＲＤパラメー
タを復号するが、パーティションのサブレイヤよりも多くのＨＲＤパラメータをコード化
することを回避し得る。従って、パーティションのためのＨＲＤパラメータデータ構造の
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数は、ＶＰＳに示されているサブレイヤの最大数よりも小さいことがある。更に、ビデオ
デコーダ３０は、ＨＲＤパラメータを使用してビットストリームのデータを処理し得る。
例えば、ビデオデコーダ３０は、ＨＲＤパラメータ中で信号伝達されるデータに従って参
照ピクチャメモリ８２から復号ピクチャを出力及び／又は廃棄し得る。特に、ビデオデコ
ーダ３０は、復号ピクチャを提示することをビデオ表示器に行わせるために、表示装置３
２など、ビデオ表示器に、復号ピクチャを出力し得る。
【０１５０】
　[0134]上記で説明した例に対する追加又は代替であり得る別の例として、ビデオデコー
ダ３０は、ＶｃｌＨｒｄＢｐＰｒｅｓｅｎｔＦｌａｇが１に等しい（即ち、真の値を有す
る）ときかつそのときに限って、ビデオコード化レイヤＨＲＤパラメータのための初期到
着遅延を表すシンタックス要素を復号し得る。Ｈ．２６５に従って、ＶｃｌＨｒｄＢｐＰ
ｒｅｓｅｎｔＦｌａｇのための値は、以下のように設定される。
【０１５１】
　　－　以下の条件のうちの１つ又は複数が真である場合、ＶｃｌＨｒｄＢｐＰｒｅｓｅ
ｎｔＦｌａｇの値は１に等しく設定される。
【０１５２】
　　　－　ｖｃｌ＿ｈｒｄ＿ｐａｒａｍｅｔｅｒｓ＿ｐｒｅｓｅｎｔ＿ｆｌａｇが、ビッ
トストリーム中に存在し、１に等しい。
【０１５３】
　　　－　バッファリング期間ＳＥＩメッセージ中のビットストリーム中に存在すべきＶ
ＣＬ　ＨＲＤ動作のためのバッファリング期間の存在の必要が、その適用によって、本明
細書において指定されていない何らかの手段によって決定される。
【０１５４】
　　－　他の場合、ＶｃｌＨｒｄＢｐＰｒｅｓｅｎｔＦｌａｇの値は０に等しく設定され
る。
【０１５５】
　[0135]従って、本開示の技法によれば、ビデオデコーダ３０は、ビデオコード化レイヤ
（ＶＣＬ）ＨＲＤパラメータのうちの少なくとも１つがビットストリーム中でコード化さ
れるときかつそのときに限って又はＶＣＬ　ＨＲＤ動作のためのバッファリング期間情報
がビットストリーム中で必要とされると決定されたとき、ビデオコード化レイヤＨＲＤパ
ラメータのための初期到着遅延を表すシンタックス要素を復号し得る。
【０１５６】
　[0136]このようにして、図３のビデオデコーダ３０は、仮想参照デコーダ（ＨＲＤ）パ
ラメータがそれのためにコード化されるビットストリームのサブレイヤの数を示すシンタ
ックス要素のための値を復号することと、ここにおいて、値は、ＨＲＤパラメータがそれ
のためにコード化されるサブレイヤの数が、ビットストリームのビデオパラメータセット
（ＶＰＳ）によって示されるサブレイヤの最大数よりも小さいことを示す、シンタックス
要素のための値によって示されるサブレイヤの数のためにＨＲＤパラメータを復号するこ
とと、ＨＲＤパラメータを使用してビットストリームを処理することとを行うように構成
されたビデオデコーダの一例を表す。
【０１５７】
　[0137]その上、ビデオデコーダ３０は、ビデオコード化レイヤ（ＶＣＬ）ＨＲＤパラメ
ータのうちの少なくとも１つがビットストリーム中でコード化されるとき又はＶＣＬ　Ｈ
ＲＤ動作のためのバッファリング期間情報がビットストリーム中で必要とされると決定さ
れたときのみ、ビットストリームパーティション初期到着時間補足強化情報（ＳＥＩ）メ
ッセージの初期到着遅延シンタックス要素を復号するように構成されたビデオデコーダの
一例を表す。即ち、ビデオデコーダ３０は、ＶｃｌＨｒｄＢｐＰｒｅｓｅｎｔＦｌａｇが
真の値を有するときのみ、ビットストリームパーティション初期到着時間補足強化情報（
ＳＥＩ）メッセージの初期到着遅延シンタックス要素を復号するように構成されたビデオ
デコーダの一例を表す。ビデオデコーダ３０は、これらの技法に基づいて、ビットストリ
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ームのビットが、ビットストリームパーティション初期到着時間ＳＥＩメッセージに対応
するのか、異なるデータ構造に対応するのかを決定し、それにより、ビットストリームを
正しく構文解析し得る。
【０１５８】
　[0138]図４は、本開示の技法に従ってビデオデータを符号化するための例示的な方法を
示すフローチャートである。ビデオエンコーダ２０（図１及び図２）に関して説明するが
、他の機器が図４の方法と同様の方法を実行するように構成され得ることを理解されたい
。
【０１５９】
　[0139]この例では、ビデオエンコーダ２０は、最初に、ビットストリームのサブレイヤ
の最大数を決定する（１５０）。ビデオエンコーダ２０はまた、ビットストリームのため
にビデオパラメータセット（ＶＰＳ）中のサブレイヤの最大数を信号伝達する（１５２）
。ビットストリームは、その各々がサブレイヤの特定のサブセットを含む、様々なパーテ
ィションに最終的に区分される。従って、幾つかのパーティションは、最大数よりも少な
い数のサブレイヤを含むことになる。
【０１６０】
　[0140]ビデオエンコーダ２０は、次いで、ビットストリームパーティション中のサブレ
イヤを決定する（１５４）。ビデオエンコーダ２０は、次いで、パーティション中の各サ
ブレイヤのためにＨＲＤパラメータを信号伝達する（１５６）。例えば、表１及び表３に
示されているように、ビデオエンコーダ２０は、ｂｓｐ＿ｈｒｄ＿ｉｄｘシンタックス要
素のための値を符号化し得る。特に、表１では、ビデオエンコーダ２０はｂｓｐ＿ｈｒｄ
＿ｉｄｘ［ｈ］［ｉ］［ｔ］［ｊ］［ｋ］のための値を符号化し得、表３では、ビデオエ
ンコーダ２０はｂｓｐ＿ｈｒｄ＿ｉｄｘ［ｈ］［ｉ］［ｊ］［ｋ］のための値を符号化し
得る。表１では、これらの値は、出力レイヤセットと、区分方式と、レイヤセット中のサ
ブレイヤとの数にわたって、ネストされたループ内で生じるが、表３では、これらの値は
、出力レイヤセットと区分方式との数にわたって、ネストされたループ内で生じる。
【０１６１】
　[0141]ビデオエンコーダ２０はまた、サブレイヤのピクチャを符号化し（１５８）、サ
ブレイヤの符号化ピクチャを復号し（１６０）、参照ピクチャメモリ６４（図２）など、
復号ピクチャバッファ（ＤＰＢ）に復号ピクチャを記憶する（１６２）。ビデオエンコー
ダ２０は、参照ピクチャとして後で使用するための符号化ピクチャの復号バージョンを記
憶し、それにより、参照ピクチャのこれらのバージョンからの後続の予測が、ビデオデコ
ーダ３０など、デコーダによって復号された最終的なバージョンと同じになる。更に、ビ
デオエンコーダ２０は、ＨＲＤパラメータに従ってＤＰＢから復号ピクチャを削除する（
１６４）。
【０１６２】
　[0142]その上、本開示の幾つかの技法によれば、ビデオエンコーダ２０は、ビットスト
リームパーティション初期到着時間ＳＥＩメッセージのデータを条件付きで符号化する（
１６６）。特に、ビデオエンコーダ２０は、例えば、ビデオコード化レイヤ（ＶＣＬ）Ｈ
ＲＤパラメータのうちの少なくとも１つがビットストリーム中でコード化されるときかつ
そのときに限って又はＶＣＬ　ＨＲＤ動作のためのバッファリング期間情報がビットスト
リーム中で必要とされると決定されたとき、ＶｃｌＨｒｄＢｐＰｒｅｓｅｎｔＦｌａｇが
真の値（即ち、１）を有すると決定した後にのみ、ビットストリームパーティション初期
到着時間ＳＥＩメッセージの初期到着遅延シンタックス要素を符号化し得る。
【０１６３】
　[0143]このようにして、図４の方法は、仮想参照デコーダ（ＨＲＤ）パラメータがそれ
のためにコード化されるビットストリームのサブレイヤの数を示すシンタックス要素のた
めの値をコード化（この例では、符号化）することと、ここにおいて、値は、ＨＲＤパラ
メータがそれのためにコード化されるサブレイヤの数が、ビットストリームのビデオパラ
メータセット（ＶＰＳ）によって示されるサブレイヤの最大数よりも小さいことを示す、
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シンタックス要素のための値によって示されるサブレイヤの数のためにＨＲＤパラメータ
をコード化（この例では、符号化）することと、ＨＲＤパラメータを使用してビットスト
リームを処理することとを含む方法の一例を表す。
【０１６４】
　[0144]図５は、本開示の技法に従ってビデオデータを復号するための例示的な方法を示
すフローチャートである。ビデオデコーダ３０（図１及び図３）に関して説明するが、他
の機器が、図５の方法と同様の方法を実行するように構成され得ることを理解されたい。
【０１６５】
　[0145]この例では、ビデオデコーダ３０は、最初に、ビットストリームのサブレイヤの
最大数を示すビデオパラメータセット（ＶＰＳ）を復号する（２００）。ビットストリー
ムは、その各々がサブレイヤの特定のサブセットを含む、様々なパーティションに最終的
に区分される。従って、幾つかのパーティションは、最大数よりも少ない数のサブレイヤ
を含む。
【０１６６】
　[0146]ビデオデコーダ３０は、次いで、ビットストリームパーティション中のサブレイ
ヤを決定する（２０２）。ビデオデコーダ３０は、次いで、パーティション中の各サブレ
イヤのためにＨＲＤパラメータを復号する（２０４）。例えば、表１及び表３に示されて
いるように、ビデオデコーダ３０は、ｂｓｐ＿ｈｒｄ＿ｉｄｘシンタックス要素のための
値を復号し得る。特に、表１では、ビデオデコーダ３０はｂｓｐ＿ｈｒｄ＿ｉｄｘ［ｈ］
［ｉ］［ｔ］［ｊ］［ｋ］のための値を復号し得、表３では、ビデオデコーダ３０はｂｓ
ｐ＿ｈｒｄ＿ｉｄｘ［ｈ］［ｉ］［ｊ］［ｋ］のための値を復号し得る。表１では、これ
らの値は、出力レイヤセットと、区分方式と、レイヤセット中のサブレイヤとの数にわた
って、ネストされたループ内で生じるが、表３では、これらの値は、出力レイヤセットと
区分方式との数にわたって、ネストされたループ内で生じる。
【０１６７】
　[0147]ビデオデコーダ３０はまた、サブレイヤの符号化ピクチャを復号し（２０６）、
参照ピクチャメモリ８２（図３）など、復号ピクチャバッファ（ＤＰＢ）に復号ピクチャ
を記憶する（２０８）。ビデオデコーダ３０は、参照ピクチャとして後で使用するための
復号ピクチャを記憶し、それにより、参照ピクチャのこれらのバージョンからの後続の予
測が、ビデオデコーダ３０など、デコーダによって復号された最終的なバージョンと同じ
になる。その上、ビデオデコーダ３０は復号ピクチャを記憶し、それにより、ビデオデコ
ーダ３０が適切な時間復号ピクチャを出力することができる。従って、ビデオデコーダ３
０は、ＨＲＤパラメータに従ってＤＰＢから復号ピクチャを削除及び出力する（２１０）
。
【０１６８】
　[0148]その上、本開示の幾つかの技法によれば、ビデオデコーダ３０は、ビットストリ
ームパーティション初期到着時間ＳＥＩメッセージのデータを条件付きで復号する（２１
２）。特に、ビデオデコーダ３０は、例えば、ビデオコード化レイヤ（ＶＣＬ）ＨＲＤパ
ラメータのうちの少なくとも１つがビットストリーム中でコード化されるときかつそのと
きに限って又はＶＣＬ　ＨＲＤ動作のためのバッファリング期間情報がビットストリーム
中で必要とされると決定されたとき、ＶｃｌＨｒｄＢｐＰｒｅｓｅｎｔＦｌａｇが真の値
（即ち、１）を有すると決定した後にのみ、ビットストリームパーティション初期到着時
間ＳＥＩメッセージの初期到着遅延シンタックス要素を復号し得る。即ち、ビデオデコー
ダ３０に関連するパーサ（図示せず）は、ビットストリームパーティション初期到着時間
ＳＥＩメッセージのシンタックス要素又は別個のシンタックス要素のいずれかに属するも
のとして、ビットストリームの幾つかのビットを解釈し得る。言い換えれば、構文解析ツ
ール（parser）は、ＨＲＤパラメータに対応するビットストリームのビットと、ＨＲＤパ
ラメータに続くシンタックス要素に対応するビットストリームのビットとの間を区別し得
る。
【０１６９】
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　[0149]このようにして、図５の方法は、仮想参照デコーダ（ＨＲＤ）パラメータがそれ
のためにコード化されるビットストリームのサブレイヤの数を示すシンタックス要素のた
めの値をコード化（この例では、復号）することと、ここにおいて、値は、ＨＲＤパラメ
ータがそれのためにコード化されるサブレイヤの数が、ビットストリームのビデオパラメ
ータセット（ＶＰＳ）によって示されるサブレイヤの最大数よりも小さいことを示す、シ
ンタックス要素のための値によって示されるサブレイヤの数のためにＨＲＤパラメータを
コード化（この例では、復号）することと、ＨＲＤパラメータを使用してビットストリー
ムを処理することとを含む方法の一例を表す。
【０１７０】
　[0150]上記例に応じて、本明細書で説明した技法のうちのいずれかの幾つかの行為又は
イベントが、異なる順序で実行され得、追加、マージ又は完全に除外され得る（例えば、
全ての説明した行為又はイベントが本技法の実施のために必要であるとは限らない）こと
を認識されたい。更に、幾つかの例では、行為又はイベントは、連続的にではなく、例え
ば、マルチスレッド処理、割込み処理又は複数のプロセッサを通して同時に実行され得る
。
【０１７１】
　[0151]１つ又は複数の例では、説明した機能は、ハードウェア、ソフトウェア、ファー
ムウェア又はそれらの任意の組合せで実装され得る。ソフトウェアで実装される場合、機
能は、１つ以上の命令若しくはコードとして、コンピュータ可読媒体上に記憶されるか、
又はコンピュータ可読媒体を介して送信され、ハードウェアベースの処理ユニットによっ
て実行され得る。コンピュータ可読媒体は、例えば、通信プロトコルに従って、ある場所
から別の場所へのコンピュータプログラムの転送を可能にする任意の媒体を含むデータ記
憶媒体又は通信媒体などの有形媒体に対応するコンピュータ可読記憶媒体を含み得る。こ
のようにして、コンピュータ可読媒体は、概して、（１）非一時的である有形コンピュー
タ可読記憶媒体、又は（２）信号若しくは搬送波などの通信媒体に対応し得る。データ記
憶媒体は、本開示で説明する技法の実装のための命令、コード及び／又はデータ構造を取
り出すために、１つ以上のコンピュータ又は１つ以上のプロセッサによってアクセスされ
得る、任意の利用可能な媒体であり得る。コンピュータプログラム製品はコンピュータ可
読媒体を含み得る。
【０１７２】
　[0152]限定ではなく例として、そのようなコンピュータ可読記憶媒体は、ＲＡＭ、ＲＯ
Ｍ、ＥＥＰＲＯＭ（登録商標）、ＣＤ－ＲＯＭ又は他の光ディスクストレージ、磁気ディ
スクストレージ又は他の磁気記憶装置、フラッシュメモリ又は命令若しくはデータ構造の
形態の所望のプログラムコードを記憶するために使用され得、コンピュータによってアク
セスされ得る、任意の他の媒体を備えることができる。また、いかなる接続もコンピュー
タ可読媒体と適切に呼ばれる。例えば、命令が、同軸ケーブル、光ファイバーケーブル、
ツイストペア、デジタル加入者回線（ＤＳＬ）又は赤外線、無線及びマイクロ波などのワ
イヤレス技術を使用して、ウェブサイト、サーバ又は他のリモート発信源から送信される
場合、同軸ケーブル、光ファイバーケーブル、ツイストペア、ＤＳＬ又は赤外線、無線及
びマイクロ波などのワイヤレス技術は、媒体の定義に含まれる。但し、コンピュータ可読
記憶媒体及びデータ記憶媒体は、接続、搬送波、信号又は他の一時的媒体を含まないが、
代わりに非一時的有形記憶媒体を対象とすることを理解されたい。本明細書で使用するデ
ィスク（disk）及びディスク（disc）は、コンパクトディスク（disc）（ＣＤ）、レーザ
ーディスク（登録商標）（disc）、光ディスク（disc）、デジタル多用途ディスク（disc
）（ＤＶＤ）、フロッピー（登録商標）ディスク（disk）及びＢｌｕ－ｒａｙディスク（
disc）を含み、ここで、ディスク（disk）は、通常、データを磁気的に再生し、ディスク
（disc）は、データをレーザーで光学的に再生する。上記の組合せもコンピュータ可読媒
体の範囲内に含まれるべきである。
【０１７３】
　[0153]命令は、１つ又は複数のデジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）などの１つ又は複数
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のプロセッサ、汎用マイクロプロセッサ、特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）、フィール
ドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）、若しくは他の等価な集積回路又はディスク
リート論理回路によって実行され得る。従って、本明細書で使用する「プロセッサ」とい
う用語は、上記の構造又は本明細書で説明した技法の実装に好適な他の構造のいずれかを
指すことがある。更に、幾つかの態様では、本明細書で説明した機能は、符号化及び復号
のために構成された専用ハードウェア及び／又はソフトウェアモジュール内に与えられる
か、若しくは複合コーデックに組み込まれ得る。また、本技法は、１つ又は複数の回路又
は論理要素で十分に実装され得る。
【０１７４】
　[0154]本開示の技法は、ワイヤレスハンドセット、集積回路（ＩＣ）又はＩＣのセット
（例えば、チップセット）を含む、多種多様な機器又は装置で実装され得る。本開示では
、開示した技法を実行するように構成された機器の機能的態様を強調するために様々な構
成要素、モジュール又はユニットについて説明したが、それらの構成要素、モジュール又
はユニットは、必ずしも異なるハードウェアユニットによる実現を必要とするとは限らな
い。むしろ、上記で説明したように、様々なユニットが、好適なソフトウェア及び／又は
ファームウェアとともに、上記で説明した１つ又は複数のプロセッサを含めて、コーデッ
クハードウェアユニットにおいて組み合わされるか又は相互動作ハードウェアユニットの
集合によって与えられ得る。
【０１７５】
　[0155]様々な例について説明した。これら及び他の例は以下の特許請求の範囲内に入る
。
　以下に本願発明の当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
［Ｃ１］　ビデオデータをコード化する方法であって、前記方法は、
　仮想参照デコーダ（ＨＲＤ）パラメータがそれのためにコード化されるビットストリー
ムのサブレイヤの数を示すシンタックス要素のための値をコード化することと、ここにお
いて、前記値は、前記ＨＲＤパラメータがそれのためにコード化されるサブレイヤの前記
数が、前記ビットストリームのビデオパラメータセット（ＶＰＳ）によって示されるサブ
レイヤの最大数よりも小さいことを示す、
　前記シンタックス要素のための前記値によって示されるサブレイヤの前記数のためにＨ
ＲＤパラメータをコード化することと、
　前記ＨＲＤパラメータを使用して前記ビットストリームを処理することと
を備える方法。
［Ｃ２］　前記ビットストリームが、複数のＨＲＤ＿ｐａｒａｍｅｔｅｒｓ（）シンタッ
クス構造を備え、前記シンタックス要素のための前記値をコード化することが、前記複数
のＨＲＤ＿ｐａｒａｍｅｔｅｒ（）シンタックス構造のｉ番目のＨＲＤ＿ｐａｒａｍｅｔ
ｅｒ（）シンタックス構造のためのｎｕｍ＿ｓｕｂ＿ｌａｙｅｒ＿ｈｒｄ＿ｍｉｎｕｓ１
［ｉ］シンタックス要素のための値をコード化することを備え、ここにおいて、ｉが整数
値である、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ３］　前記サブレイヤが時間サブレイヤを備え、前記ＨＲＤパラメータをコード化す
ることは、前記ＨＲＤパラメータがそれのためにコード化される時間サブレイヤの数に等
しい、少なくとも、前記ビットストリームの時間サブレイヤのための出力順序における連
続するピクチャのＨＲＤ出力時間間の時間距離が制約されるかどうかを示すシンタックス
要素の数をコード化することを備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ４］　少なくとも、出力順序における連続するピクチャのＨＲＤ出力時間間の前記時
間距離が制約されるかどうかを示す前記シンタックス要素が、ｆｉｘｅｄ＿ｐｉｃ＿ｒａ
ｔｅ＿ｇｅｎｅｒａｌ＿ｆｌａｇ［］シンタックス要素又はｆｉｘｅｄ＿ｐｉｃ＿ｒａｔ
ｅ＿ｗｉｔｈｉｎ＿ＣＶＳ＿ｆｌａｇ［］シンタックス要素のうちの少なくとも１つを備
える、Ｃ３に記載の方法。
［Ｃ５］　前記ＨＲＤパラメータをコード化することが、前記サブレイヤのうちの対応す
る１つのための連続するピクチャのＨＲＤ出力時間を指定する要素ユニット間のクロック
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ティックにおける時間距離又は前記サブレイヤのうちの前記対応する１つのＨＲＤ動作モ
ードのうちの１つ以上を示す１つ以上のシンタックス要素をコード化することを備える、
Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ６］　連続するピクチャのＨＲＤ出力時間を指定する要素ユニット間のクロックティ
ックにおける時間距離を示す前記シンタックス要素が、ｅｌｅｍｅｎｔａｌ＿ｄｕｒａｔ
ｉｏｎ＿ｉｎ＿ｔｃ＿ｍｉｎｕｓ１［］シンタックス要素を備え、ＨＲＤ動作モードを示
す前記シンタックス要素が、ｌｏｗ＿ｄｅｌａｙ＿ｈｒｄ＿ｆｌａｇ［］シンタックス要
素を備える、Ｃ５に記載の方法。
［Ｃ７］　前記ＨＲＤパラメータを使用して前記ビットストリームを処理することが、
　前記ビットストリームの符号化ピクチャを復号することと、
　復号ピクチャバッファ（ＤＰＢ）に前記復号ピクチャを記憶することと、
　前記ＨＲＤパラメータに従って前記ＤＰＢから前記復号ピクチャを削除することと
を備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ８］　前記ビットストリームの前記符号化ピクチャを復号するより前に前記符号化ピ
クチャを形成するためにピクチャを符号化することを更に備える、Ｃ７に記載の方法。
［Ｃ９］　ビデオコード化レイヤ（ＶＣＬ）ＨＲＤパラメータのうちの少なくとも１つが
前記ビットストリーム中でコード化されるとき又はＶＣＬ　ＨＲＤ動作のためのバッファ
リング期間情報が前記ビットストリーム中で必要とされると決定されたときのみ、ビット
ストリームパーティション初期到着時間補足強化情報（ＳＥＩ）メッセージの初期到着遅
延シンタックス要素をコード化することを更に備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１０］　前記ビットストリームのためのＶｃｌＨｒｄＢｐＰｒｅｓｅｎｔＦｌａｇが
真の値を有すると決定したことのみに応答して、ビットストリームパーティション初期到
着時間補足強化情報（ＳＥＩ）メッセージの初期到着遅延シンタックス要素をコード化す
ることを更に備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１１］　前記方法が、ワイヤレス通信機器上で実行可能であり、ここにおいて、前記
機器が、
　前記シンタックス要素と前記ＨＲＤパラメータとを記憶するように構成されたメモリと
、
　前記メモリに記憶された前記シンタックス要素と前記ＨＲＤパラメータとを処理するた
めの命令を実行するように構成されたプロセッサと、
　前記シンタックス要素と前記ＨＲＤパラメータとを含む信号を受信するための及び前記
メモリに前記シンタックス要素と前記ＨＲＤパラメータとを記憶するための受信機と
を備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１２］　前記ワイヤレス通信機器がセルラー電話であり、前記信号が、前記受信機に
よって受信され、セルラー通信規格に従って変調される、Ｃ１１に記載の方法。
［Ｃ１３］　ビデオデータをコード化するための機器であって、前記機器が、
　ビデオデータを記憶するように構成されたメモリと、
　ビデオコーダとを備え、前記ビデオコーダは、
　　仮想参照デコーダ（ＨＲＤ）パラメータがそれのためにコード化されるビットストリ
ームのサブレイヤの数を示すシンタックス要素のための値をコード化することと、ここに
おいて、前記値は、前記ＨＲＤパラメータがそれのためにコード化されるサブレイヤの前
記数が、前記ビットストリームのビデオパラメータセット（ＶＰＳ）によって示されるサ
ブレイヤの最大数よりも小さいことを示す、
　　前記シンタックス要素のための前記値によって示されるサブレイヤの前記数のために
ＨＲＤパラメータをコード化することと、
　　前記ＨＲＤパラメータを使用して前記ビットストリームを処理することと
　を行うように構成された、
機器。
［Ｃ１４］　前記サブレイヤが時間サブレイヤを備え、前記ビデオコーダは、前記ＨＲＤ
パラメータがそれのためにコード化される時間サブレイヤの数に等しい、少なくとも、前
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記ビットストリームの時間サブレイヤに対応する出力順序における連続するピクチャのＨ
ＲＤ出力時間間の時間距離が制約されるかどうかを示すシンタックス要素の数をコード化
するように構成された、Ｃ１３に記載の機器。
［Ｃ１５］　前記ＨＲＤパラメータをコード化するために、前記ビデオコーダが、前記サ
ブレイヤのうちの対応する１つのための連続するピクチャのＨＲＤ出力時間を指定する要
素ユニット間のクロックティックにおける時間距離又は前記サブレイヤのうちの前記対応
する１つのＨＲＤ動作モードのうちの１つ以上を示す１つ以上のシンタックス要素をコー
ド化するように構成された、Ｃ１３に記載の機器。
［Ｃ１６］　前記ビデオコーダがビデオエンコーダを備える、Ｃ１３に記載の機器。
［Ｃ１７］　前記ビデオコーダは、ビデオコード化レイヤ（ＶＣＬ）ＨＲＤパラメータの
うちの少なくとも１つが前記ビットストリーム中でコード化されるとき又はＶＣＬ　ＨＲ
Ｄ動作のためのバッファリング期間情報が前記ビットストリーム中で必要とされると決定
されたときのみ、ビットストリームパーティション初期到着時間補足強化情報（ＳＥＩ）
メッセージの初期到着遅延シンタックス要素をコード化するように構成された、Ｃ１３に
記載の機器。
［Ｃ１８］　前記ビデオコーダは、前記ビットストリームのためのＶｃｌＨｒｄＢｐＰｒ
ｅｓｅｎｔＦｌａｇが真の値を有すると決定したことのみに応答して、ビットストリーム
パーティション初期到着時間補足強化情報（ＳＥＩ）メッセージの初期到着遅延シンタッ
クス要素をコード化するように構成された、Ｃ１３に記載の機器。
［Ｃ１９］　前記サブレイヤのピクチャをキャプチャするためのカメラ又は前記ピクチャ
を表示するための表示器のうちの少なくとも１つを更に備える、Ｃ１３に記載の機器。
［Ｃ２０］　前記機器が、
　集積回路、
　マイクロプロセッサ又は
　ワイヤレス通信機器
のうちの少なくとも１つを備える、Ｃ１３に記載の機器。
［Ｃ２１］　前記機器がワイヤレス通信機器であり、前記ビデオコーダがビデオデコーダ
を備え、前記機器が、前記シンタックス要素と前記ＨＲＤパラメータとを含む信号を受信
することと、前記メモリに前記シンタックス要素と前記ＨＲＤパラメータとを記憶するこ
ととを行うように構成された受信機を更に備える、Ｃ１３に記載の機器。
［Ｃ２２］　前記ワイヤレス通信機器がセルラー電話であり、前記信号が、トランシーバ
によって受信され、セルラー通信規格に従って変調される、Ｃ２１に記載の機器。
［Ｃ２３］　ビデオデータをコード化するための機器であって、前記機器は、
　仮想参照デコーダ（ＨＲＤ）パラメータがそれのためにコード化されるビットストリー
ムのサブレイヤの数を示すシンタックス要素のための値をコード化するための手段と、こ
こにおいて、前記値は、前記ＨＲＤパラメータがそれのためにコード化されるサブレイヤ
の前記数が、前記ビットストリームのビデオパラメータセット（ＶＰＳ）によって示され
るサブレイヤの最大数よりも小さいことを示す、
　前記シンタックス要素のための前記値によって示されるサブレイヤの前記数のためにＨ
ＲＤパラメータをコード化するための手段と、
　前記ＨＲＤパラメータを使用して前記ビットストリームを処理するための手段と
を備える機器。
［Ｃ２４］　前記サブレイヤが時間サブレイヤを備え、前記ＨＲＤパラメータをコード化
するための前記手段は、前記ＨＲＤパラメータがそれのためにコード化される時間サブレ
イヤの数に等しい、少なくとも、前記ビットストリームの時間サブレイヤのための出力順
序における連続するピクチャのＨＲＤ出力時間間の時間距離が制約されるかどうかを示す
シンタックス要素の数をコード化するための手段を備える、Ｃ２３に記載の機器。
［Ｃ２５］　前記ＨＲＤパラメータをコード化するための前記手段が、前記サブレイヤの
うちの対応する１つのための連続するピクチャのＨＲＤ出力時間を指定する要素ユニット
間のクロックティックにおける時間距離又は前記サブレイヤのうちの前記対応する１つの
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ＨＲＤ動作モードのうちの１つ以上を示す１つ以上のシンタックス要素をコード化するた
めの手段を備える、Ｃ２３に記載の機器。
［Ｃ２６］　前記ＨＲＤパラメータをコード化するための前記手段が、前記ＨＲＤパラメ
ータを復号するための手段を備え、前記ＨＲＤパラメータを復号するための前記手段が、
前記ＨＲＤパラメータに対応する前記ビットストリームのビットと、前記ＨＲＤパラメー
タに続くシンタックス要素に対応する前記ビットストリームのビットとの間を区別するた
めのパーサを構成するための手段を備える、Ｃ２３に記載の機器。
［Ｃ２７］　ビデオコード化レイヤ（ＶＣＬ）ＨＲＤパラメータのうちの少なくとも１つ
が前記ビットストリーム中でコード化されるとき又はＶＣＬ　ＨＲＤ動作のためのバッフ
ァリング期間情報が前記ビットストリーム中で必要とされると決定されたときのみ、ビッ
トストリームパーティション初期到着時間補足強化情報（ＳＥＩ）メッセージの初期到着
遅延シンタックス要素をコード化するための手段を更に備える、Ｃ２３に記載の機器。
［Ｃ２８］　前記ビットストリームのためのＶｃｌＨｒｄＢｐＰｒｅｓｅｎｔＦｌａｇが
真の値を有すると決定したことのみに応答して、ビットストリームパーティション初期到
着時間補足強化情報（ＳＥＩ）メッセージの初期到着遅延シンタックス要素をコード化す
るための手段を更に備える、Ｃ２３に記載の機器。
［Ｃ２９］　実行されたとき、ビデオデータを復号するための機器のプロセッサに、
　仮想参照デコーダ（ＨＲＤ）パラメータがそれのためにコード化されるビットストリー
ムのサブレイヤの数を示すシンタックス要素のための値をコード化することと、ここにお
いて、前記値は、前記ＨＲＤパラメータがそれのためにコード化されるサブレイヤの前記
数が、前記ビットストリームのビデオパラメータセット（ＶＰＳ）によって示されるサブ
レイヤの最大数よりも小さいことを示す、
　前記シンタックス要素のための前記値によって示されるサブレイヤの前記数のためにＨ
ＲＤパラメータをコード化することと、
　前記ＨＲＤパラメータを使用して前記ビットストリームを処理することと
を行わせる命令を記憶したコンピュータ可読記憶媒体。
［Ｃ３０］　前記サブレイヤが時間サブレイヤを備え、前記プロセッサに、前記ＨＲＤパ
ラメータをコード化することを行わせる前記命令は、前記プロセッサに、前記ＨＲＤパラ
メータがそれのためにコード化される時間サブレイヤの数に等しい、少なくとも、前記ビ
ットストリームの時間サブレイヤのための出力順序における連続するピクチャのＨＲＤ出
力時間間の時間距離が制約されるかどうかを示すシンタックス要素の数をコード化するこ
とを行わせる命令を備える、Ｃ２９に記載のコンピュータ可読記憶媒体。
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